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教本：
石井३蔵・ኍ田章光・ਗ਼水信年編著『⚑からのマーケティング』中ԝ経済社

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：
定期試験（60％）、レポートなど（20％）、平常点（20％）。到達目標が達成できたかを評価する。

学生へのアドバイス：
マーケティングとは、企業活動における「ചれる仕組みの構築」に関する活動の総শです。興味を持って学んでいきましょう。

オフィスアワー：
月曜日の昼休み

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
マーケティングとは

事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

2 マーケティング発想の経営 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

3 マーケティング論の成り立ち 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

4 マーケティングの基本概念 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

5 製品のマネジメント 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

6 価格のマネジメント 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

7 広告のマネジメント 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

8 チャネルのマネジメント 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

9 マーケティング活動⑴ 環境分析 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

10 マーケティング活動⑵ 計画を立てる 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

11 マーケティング・ミックス⑴ プロダクト（঎品戦略） 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

12 マーケティング・ミックス⑵ プライス（価格戦略） 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

13 マーケティング・ミックス⑶ プレイス（流通戦略） 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

14 マーケティング・ミックス⑷ プロモーション（コミュニケーション戦略） 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

15 まとめ 事前：テキストの通読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ù 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ϛーέティンά論Ⅰ（MarLeting ManagementⅠ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 夏目 千恵子

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
企業の活動のうち、マーケティングは最も重要な活動の一つです。本科目では「マーケティング」とは何かを学んだ後に、マーケティングを構成する基

本用語、理論と事例など、マーケティングの全体像を学んでいきます。

授業目標：
⑴ マーケティング理論の基本的な考え方や発想方法について理解を深めること。
⑵ 身の回りの製品やサービス、興味関心を持った企業の活動などについて分析・考察ができるようになること。
以上⚒点を本科目の目標とします。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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ま

教本：
Ը蔵直人『マーケティング』第⚒版 日経文庫 2019

参考文献：
؛ 志津江、田中 洋、ౢ村和恵 著『現代広告論』第⚓版 有斐閣アルマ 2017

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（20％）、定期試験またはレポート（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
マーケティングは最も身近に接することができる঎業活動です。マーケティングの基本概念・理論を身につけて下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス：講義の進め方と範囲の説明。評価の方法。 事前：用語表の作成
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

2 ফඅ市場：
⑴ ফඅ者統計 ⑵ わが国のফඅの特徴 ⑶ ফඅ市場の歴史

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

3 市場調査：
⑴ 市場調査の必要性 ⑵ 市場調査の概要 ⑶ 市場調査の手順

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

4 ফඅ者行動：
⑴ 購ങの意思決定の要因 ⑵ 購ങとマーケティング ⑶ 情報収集

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

5 製品のライフサイクル：
⑴ ライフサイクルとは ⑵ 製品の普及とސ客

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

6 製品戦略：
⑴ 流通業者による঎品開発 ⑵ 製品ミックスと製品政策 ⑶ 製品政策

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

7 価格戦略：
⑴ 価格戦略の意味 ⑵ 価格ڝ争 ⑶ 新製品と価格 ⑷ プライシングの重要性

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

8 チャネル戦略：
⑴ ൢച経路の意味 ⑵ ൢച経路の形態 ⑶ ൢച経路戦略の実際

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

9 マーケティング・コミュニケーション⚑：
⑴ 広告の意義 ⑵ 広告計画 ⑶ 広告の種類 ⑷ PR活動とパブリシティ戦略

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

10 マーケティング・コミュニケーション⚒：
⑴ ൢച促進活動 ⑵ ൢച員活動 ⑶ DM、イベント他

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

11 サービス・マーケティング：
⑴ モノとの違い ⑵ サービスの評価と価஋ ⑶ 事例研究

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

12 ブランド：
⑴ ブランドの意味 ⑵ 歴史とランキング ⑶ ブランド価஋と機能

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

13 eマーケティング：
⑴ 電子঎取Ҿの実際 ⑵ 市場の動向 ⑶ SNSの影響 ⑷ 統計

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

14 SDGsマーケティング：
⑴ 新時代のマーケティング ⑵ 企業活動とSDGs ⑶ 今後の方向性

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

15 本講座のまとめ：
新しいマーケティング

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ù 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ϛーέティンά論Ⅰ（MarLeting ManagementⅠ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ࡚ٶ ོ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
伝統的なマーケティング理論は、ফඅ者行動論や広告に代表されるコミュニケーション戦略でしたが、近年はEC（エレクトリック・コマース）市場の発

展が著しく、ফඅ・流通市場は大きく変わりました。この点にも留意して、マーケティングの基本概念とツールを講義します。事例研究も含みます。

授業目標：
⑴ マーケティング的視座で経済をみる。
⑵ 事例研究できること。
PBL(課題解決型学習)を入れることもあります。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
石井३蔵・ኍ田章光・ਗ਼水信年編著『⚑からのマーケティング』中ԝ経済社

参考文献：
なし

成績評価の方法、評価基準：
定期試験（60％）、レポート等（20％）、平常点（20％）。到達目標が達成できたかを評価する。

学生へのアドバイス：
マーケティングとは、企業活動における「ചれる仕組みの構築」に関する活動の総শです。興味を持って学んでいきましょう。

オフィスアワー：
初回講義日にお伝えします。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

2 サプライチェーンのマネジメント 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

3 営業のマネジメント 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

4 客関係のマネジメントސ 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

5 ビジネスモデルのマネジメント 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

6 客理解のマネジメントސ 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

7 ブランド構築のマネジメント 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

8 ブランド組織のマネジメント 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

9 社会責任のマネジメント 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

10 客ຬ足とは何かސ、客価஋ސ 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

11 価஋連࠯（バリューチェーン）分析 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

12 ブランドを理解する グローバルブランドについて 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

13 マーケティングの成ޭ要因 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

14 グローバル市場としての日本 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

15 まとめ 事前：テキストの熟読
事後：テキストの理解

講義40分
グループワーク50分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ù 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ϛーέティンά論Ⅱ（MarLeting ManagementⅡ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 夏目 千恵子

履 修 条 件
前提科目 Ϛーέティンά論Ⅰを受講していること

そ の 他 なし

授業概要：
「マーケティングⅠ」ではマーケティングの基礎を学びました。「マーケティングⅡ」においては、最新の情報を学んでいきます。

授業目標：
⑴ マーケティング理論の基礎知識を習得する。
⑵ マーケティング理論が観光ビジネスでどう実践されているのか理解し、把握する。
以上⚒点を本科目の目標とします。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
Ը蔵直人『マーケティング』第⚒版 日経文庫 2019

参考文献：
؛ 志津江、田中 洋、ౢ村和恵 著『現代広告論』第⚓版（有斐閣アルマ）2017

成績評価の方法、評価基準：
小テスト・レポート等（20％）、定期試験またはレポート（80％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
実際の঎品・サービスがどのようなマーケティング手法で市場に出たかを知ることができます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス：講義の進め方と範囲の説明。評価の方法。 事前：用語表の作成
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

2 音楽マーケティング⚑ J.Pops：
⑴ ジャンル ⑵ わが国の音楽市場の変遷と展開 ⑶ J. ポップスの成長とਰୀ

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

3 音楽マーケティング⚒ Pops：
⑴ ジャンル ⑵ 世界の音楽 ⑶ どのようにしてώットしたか ⑷ PopsとJ. Pops

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

4 クルマのマーケティング⚑：
⑴ ଱久ফඅ財のマーケティングとは ⑵ 製品開発としてのクルマ・マーケティング

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

5 クルマのマーケティング⚒：
⑴ 100年に⚑度のマーケティング(EV) ⑵ ౤資製品のマーケティングֹڊ

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

6 メディアとマーケティング⚑：
⑴ 活字ഔ体の変遷 ⑵ 各種メディアの動向

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

7 メディアとマーケティング⚒：
⑴ ラジオ ⑵ テレビ ⑶ インターネット

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

8 健康マーケティング：
現代人は健康と安全にコストをかけるといわれているが。

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

9 ̚-コマース⚑：
⑴ アマκンと楽ఱ ⑵ IoTとは何か ⑶ 市場の動向と今後

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

10 ̚-コマース⚑：
⑴ ̴-コマースにおけるSNS活用 ⑵ SNSの実態と広告

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

11 環境マーケティングとSDGs：
⑴ 地ٿ規模のマーケティング ⑵ エコマーケティング

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

12
行政とマーケティング：
⑴ 私たちの税ۚは有効に使われているのか ⑵ 行政は公共マーケティングを活用し
ているか

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

13
政治とマーケティング：
マーケティングのツールで政治(家)をとらえてみる。൴らは何を重要視しているの
か？

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

14 ώット঎品ྻ伝：
ώット঎品はマーケティングの成ޭなのか、それとも製品・サービスの成ޭなのか？

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

15 ਰୀした঎品例 オーディオ：
⚓大趣味といわれたオーディオはなぜਰୀしたか。

事前：配布資料の精読。
事後：講義の要約

講義(60分ʀPBL含む)
小レポート(30分)

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ù 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ϛーέティンά論Ⅱ（MarLeting ManagementⅡ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ࡚ٶ ོ

履 修 条 件
前提科目 Ϛーέティンά論Ⅰを履修していることが๬ましい。

そ の 他 なし

授業概要：
マーケティング論Ⅰでは基本的なマーケティング理論を講義しました。本講座はマーケティングの応用編としてケーススタディを中心に論じます。実際

の成ޭ例とࣦഊ例をあげますが、通常取り上げられない分野もピックアップします。また、近年急拡大している̴コマースも取り上げます。
授業目標：
⑴ マーケティングの実際を知る。
⑵ 情報入手の方法を知る。
PBL(課題解決型学習)を入れることもあります。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ϚルνメディアＡ（ը૾）（Multimedia A） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 ळ廣 ੣

履 修 条 件
前提科目 情報ૅج

そ の 他 PCのૢ࡞εキルを習得していない৔合、必ͣ上記科目かΒ履修すること

授業概要：
デジタル画像の理論と加工技術を学ぶ。PCやスマートフォンでの実習を通じ、画像の仕組みや著作権等を理解し、意図に応じた表現技能を習得する。さ

らにマルチモーダルAIを制作支援に導入し、AIの生成力と自身の編集作業を༥合させ、人間とAIの協働による新たな視覚表現プロセスを体験・学習する。

授業目標：
⚑．画像の基礎理論（解像度・形式等）と著作権、AI倫理を理解し説明できる。
⚒．表現意図に基づき、PC・スマホ・マルチモーダルAIを連携させ、計画的に作品を制作する技能を習得する。特に、AIへの的確な指示と自身による編

集を組み合わせ、目的に応じて画像を最適に࠶構築・表現できる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
講義内で指示する

参考文献：
講義内で指示する

成績評価の方法、評価基準：
授業での演習（30％）、小テスト等（30％）、作品制作（40％）で評価する。

学生へのアドバイス：
3304、2207以外の教室で実施される場合、ノートパソコンが必要となる。履修希望者が定員を௒えた場合、初回授業にて抽選を行う。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 シラバスの説明／デジタル画像の分類を理解する 事前：シラバスを読む
事後：デジタル画像の分類を調べる 講義

2 カメラの仕組みとࡱ影環境を理解する
デジタル画像の仕組みの概要を理解する

事前：ࡱ影機材の準備
事後：授業内で指示する

講義 60分
演習 30分

3 講義内容を踏まえࡱ影を実践する 事前：ࡱ影の計画を練る
事後：画像データを整理する

講義 60分
演習 30分

4 画像編集ソフトの基本ૢ作について理解する 事前：画像編集ソフトを準備する
事後：画像編集ソフトについて復習する

講義 60分
演習 30分

5 画像にレタッチを施す／画像ファイルの管理方法を理解する 事前：教材となる画像データを準備する
事後：レタッチについて復習する

講義 60分
演習 30分

6 画像編集におけるレイヤーの概念、使用方法とその応用を理解する 事前：教材となる画像データを準備する
事後：レイヤーについて復習する

講義 60分
演習 30分

7 画像編集におけるフィルターの使用方法とその応用を理解する 事前：教材となる画像データを準備する
事後：フィルターについて復習する

講義 60分
演習 30分

8 これまでの演習を踏まえコラージュを作成する／作例を鑑৆する 事前：コラージュについて調べる
事後：コラージュを作成する

講義 60分
演習 30分

9 デジタル画像のᨢ調と色࠼が、どのように保存されるかを理解する／色空間の
概念を理解する

事前：教材となる画像データを準備する
事後：ᨢ調と色࠼の表現について復習する

講義 60分
演習 30分

10 文字の要素による視覚効果を理解する／事例をもとに༠目性について検討する 事前：教材となる画像データを準備する
事後：文字要素と༠目性について復習する

講義 60分
演習 30分

11 画像編集ソフトによる描画方法を理解する／多様な⚒次元グラフィックツール
について説明する

事前：グラフィックツールについて調べる
事後：ポスターの構成要素について調べる

講義 60分
演習 30分

12 表現の意図に沿ってポスターを作成する（企画／計画） 事前：課題制作の準備をする
事後：作品を企画する

講義 30分
演習 60分

13 表現の意図に沿ってポスターを作成する（素材準備） 事前：課題制作の準備をする
事後：課題制作の素材を準備する

講義 30分
演習 60分

14 表現の意図に沿ってポスターを作成する（制作） 事前：課題制作の準備をする
事後：作品を完成させる

講義 30分
演習 60分

15 作品相互レビュー／総括 事前：作品を提出する
事後：ポスターについて理解を深める 講義
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開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ϚルνメディアＢ（ө૾）（Multimedia B） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 ळ廣 ੣

履 修 条 件

前提科目 ϚルνメディアＡ（ը૾）

そ の 他
この授業では、ϚルνメディアＡ（ը૾）かΒ、͞Βにൃలしͨൣ޿ғにΘͨる知識が必要となる。ͦのͨΊ、
原ଇとしてϚルνメディアＡ（ը૾）の୯Ґを修得しͨ学生をର৅とし、まͨ、ϚルνメディアＡ（ը૾）の授
業目ඪにୡしていることが๬ましい。

授業概要：
インターネット上の情報発信における映像の重要性を理解し、WebやSNSでの視聴を前提とした制作技法を学ぶ。動画・音声処理やアニメーション作成

において、PCと生成AIを組み合わせた効཰的・創造的な制作フローを実践する。企画から制作、Web公開までの一連の工程を遂行し、その成果を発表す
る。

授業目標：
⚑．動画・音声データの仕組みやアニメーション構成要素、制作・公開手順を体系的に説明できる。
⚒．生成AIを素材生成や編集補助の手段として適切に組み込み、目的に合致した動画作品を効཰的に制作・発信できる。特に、AIの支援と自身の演出意図

を༥合させ、効果的な映像表現を実現する能力を養う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
講義内で指示する

参考文献：
講義内で指示する

成績評価の方法、評価基準：
授業での演習（30％）、小テスト等（30％）、作品制作（40％）で評価する。

学生へのアドバイス：
3304、2207以外の教室で実施される場合、ノートパソコンが必要となる。履修希望者が定員を௒えた場合、初回授業にて抽選を行う。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス／マルチメディアについて理解する 事前：シラバスを読む
事後：配布資料を確認する 講義

2 動画ࡱ影の方法、必要な機材とૢ作方法を学習する 事前：ノートPCの準備をする
事後：動画編集ソフトのૢ作方法を復習する

講義60分
演習30分

3 動画編集に関する技術を概観する／動画編集ソフトを準備する／タイムライ
ンを理解する

事前：ソフトウェアをインストールする
事後：動画編集ソフトのૢ作方法を復習する

講義60分
演習30分

4 動画編集ソフトを利用して編集技術を学習する
＜編集技法＞カッティングオンアクションを理解する

事前：利用するノートPCの確認をしておく
事後：講義内容を復習する

講義60分
演習30分

5 動画編集ソフトを利用して編集技術を学習する
＜編集技法＞カットアウェイ／クロスカットを理解する

事前：利用するノートPCの確認をしておく
事後：講義内容を復習する

講義60分
演習30分

6 これまでの講義を踏まえ、小作品を制作する 事前：利用するノートPCの確認をしておく
事後：小作品を完成させる

講義60分
演習30分

7 さまざまな編集技法の事例に৮れる 事前：利用するノートPCの確認をしておく
事後：各自で編集技法について調べる

講義60分
演習30分

8 動画編集ソフトを利用して編集技術を学習する
＜編集技法＞̡カット／̟カットを理解する

事前：利用するノートPCの確認をしておく
事後：動画編集ソフトのૢ作方法を復習する

講義60分
演習30分

9 講義を踏まえ、小作品を制作する 事前：利用するノートPCの確認をしておく
事後：小作品を完成させる

講義60分
演習30分

10 ストップモーションを学習する
ピクシレーションを学習する

事前：動画素材を準備する
事後：作品を完成させる

講義60分
演習30分

11 プロジェクションマッピングを学ぶ 事前：動画素材を準備する
事後：リアクションペーパーを提出する

講義60分
演習30分

12 グループワークにて動画作品を制作する（準備） 事前：グループの企画を共有しておく
事後：動画編集ソフトのૢ作方法を復習する

講義60分
演習30分

13 グループワークにて動画作品を制作する（ࡱ影） 事前：利用するノートPCの確認をしておく
事後：動画編集ソフトのૢ作方法を復習する

講義60分
演習30分

14 グループワークにて動画作品を制作する（編集） 事前：利用するノートPCの確認をしておく
事後：動画編集ソフトのૢ作方法を復習する

講義60分
演習30分

15 課題発表を行う 事前：なし
事後：なし

講義60分
演習30分
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教本：
なし。プリント配布。

参考文献：
༄田ᅳ男全集 ં口信夫全集

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（30％）、コメント・カード（20％）、発表内容・問題に対する習熟度（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
予習・復習を行うこと。欠席しないことが大前提となります。最後まで取り組みましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 講義の進め方、民俗学の意義を考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

2 ༄田ᅳ男の民俗学・ં口信夫の民俗学を考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

3 ことばの民俗学① を考えるڼみ詞と言ྶ信س 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

4 ことばの民俗学② এえ言と言い慣わしの民俗を考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

5 年中行事の民俗① 春から夏への民俗を考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

6 年中行事の民俗② 秋からౙへの民俗を考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

7 人生の民俗① 誕生と成長の民俗を考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

8 人生の民俗② 結ࠗとࢮの民俗を考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

9 口承文芸の世界① 神話と伝説を考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

10 口承文芸の世界② 昔話と世間話を考える 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

11 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

12 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

13 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

14 学生の発表を行う。 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 演習

15 まとめ 事前：指定資料の予習
事後：授業の復習 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 民ଏ学（FolLlore） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 伊藤 高雄

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
日本の伝統的に受け継がれた民俗文化の諸相を学び、その生成と展開の様を知ることにより、多面的なものの見方や創造力を身につける。

授業目標：
民俗文化に関する基礎知識の修得と、民俗学的な思考方法の修得。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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み

教本：
特にありません。ほぼ毎回資料プリントを配布します。

参考文献：
その都度提示する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況(発表等)（30％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（40％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
毎回配布する資料プリントで復習してください。小テスト、定期試験はそのプリントから出題する。⚓回以上の欠席の場合は、公欠等にかかわらず課題

を課す。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 授業の進め方、評価方法の説明。日本民俗学とはどのよ
うな学問なのか

事前：自分の৯べた正月料理について確認
事後：シラバスの内容確認

講義(60分）､
発表(30分)

2 日本民俗学の歩み① ༄田国男の生涯と学問。༄田の研究概要を示す。
⚑回のアンケートを発表し、議論

事前：アンケートのまとめと確認
事後：配布資料の内容確認

講義(60分）､
発表・演習(30分)

3 日本民俗学の歩み② 江ށ時代・明治期の調査・研究と南方۽ೇ、今和
次郎。ヨーロッパ民俗学の影響

事前：指定する参考文献の予習
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

4 日本民俗学の歩み③ 様々な民俗学研究。ં口信夫、ٶ本常一の研究。
ौ沢敬三と民具研究の実践

事前：指定する参考文献の予習
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

5 民俗学の調査・研究法 重出立証法、比較研究法、民俗地図、ハレ、ケ、
ケガレ。常民とサンカ等

事前：指定する参考文献の予習
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

6 身近な民俗学① ஹし、઎い、سې(きんき)、ढい(まじない) 事前：指定する参考文献の予習
事後：配布資料の内容確認

講義(70分）､
演習(20分)

7 身近な民俗学② 昔の時刻、年月の数え方、干支など 事前：指定する参考文献の予習
事後：配布資料の内容確認

講義(70分）､
演習(20分)

8 身近な民俗学③ 年中行事。大ᷢ日、正月、節分、ࣣ༦、ຍ等 事前：指定する参考文献の予習
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

9 身近な民俗学④ 人生ّྱ 出産、成育、結ࠗ、૴送など 事前：指定する参考文献の予習
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

10 身近な民俗学⑤ 入ཋ、ચ୕、ࣃຏき、化হなど 事前：指定する参考文献の予習
事後：配布資料の内容確認

講義(70分）､
演習(20分)

11 伊౾諸島の生活文化。実際の調査・研究事例から、具体的に伊౾諸島の
生活文化の歴史と実態

事前：指定する参考文献の予習
事後：配布資料の内容確認

講義(70分)､
ディスカッション(20分)

12 民具研究の方法と実践、成果 発火具、照明具等の民具研究の成果に
ついて。レポート課題提示

事前：指定する参考文献の予習
事後：配布資料の内容確認

講義(80分)､
小テスト(10分)

13 学生の発表① 学生が課題を調べて発表し。質問や意見を述べる。 事前：発表の準備とパワーポイント作成
事後：配布資料の内容確認 演習(90分)

14 学生の発表② 学生が課題を調べて発表し。質問や意見を述べる。 事前：発表の準備とパワーポイント作成
事後：レポートの完成 演習(90分)

15 まとめ 授業全体の振り返りと、質問受け付け、議論 事前：全ての配布資料確認
事後：配布資料の内容確認

講義(45分）､
ディスカッション(45分)

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) 民ଏ学（FolLlore） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 小林 克

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
はじめに民俗学者の生涯と研究を軸に、民俗学の学史と理論、民俗学とはどのような学問かを学ぶ。身近な事例から初め、民俗学の多࠼な概念を理解し、

具体的調査・研究事例について理解する。日常生活上の民俗についてアンケートや発表を行い、その結果について議論や解説を行う。

授業目標：
日本民俗学の概要を理解する。
年中行事や人生の様々なّྱ、そして日常生活上の色々な事象について、民俗学的視点から見つめなおせるようになる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
適宜、参考資料を配布。

参考文献：
授業中に適宜指示する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（60％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
3304以外の教室で実施される場合、ノートパソコンが必要となる。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 導入 事前：シラバスを読む
事後：コメントシートの作成

講義：60分
質疑応答：30分

2 作品事例の研究̰
視覚的な体験の解像度。時間の密度。

事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義：60分
質疑応答：30分

3 作品事例の研究̱
光の体験。҉ҋの体験。プロジェクションマッピング。

事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義：60分
質疑応答：30分

4 作品事例の研究̲
音を視覚する、あるいはそのٯ、の試み

事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義：60分
質疑応答：30分

5 作品事例の研究̳
ໄ、Ӣ、空気、光 メディアのว在性

事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義：60分
質疑応答：30分

6
作品事例の研究̴
日常෩景やニュース映像を切りషりするだけで、文明批判を想起してしまうのはな
ぜか

事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義：60分
質疑応答：30分

7 作品事例の研究̵
ロボティクス。身体とテクノロジー。テクノロジーを以てテクノロジーを批判する。

事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義：60分
質疑応答：30分

8 ジョナサン・クレーリーによるテクスト：๣観者、観察、注意 事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義：60分
質疑応答：30分

9 TouchDesigner（TD）の導入 事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義／演習：60分
質疑応答：30分

10 ジェネレーティブ・プログラミングによる作品事例の紹介 事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義／演習：60分
質疑応答：30分

11 TDの基本的な概念とインターフェースの紹介。オーディオ情報のૢ作。 事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義／演習：60分
質疑応答：30分

12 ビジュアルエフェクトの基礎。画像／映像情報のૢ作。 事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義／演習：60分
質疑応答：30分

13 オーディオ解析情報と画像／映像情報との連携。 事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義／演習：60分
質疑応答：30分

14 TDとPythonによる、メディア情報へのハック（介入） 事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義／演習：60分
質疑応答：30分

15 まとめ 事前：資料を下読みする
事後：コメントシートの作成

講義：60分
質疑応答：30分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義・演習

授業科目(英文) メディア・アート論（Topics in Media Art） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ळ廣 ੣

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 教ࣨにΑͬてはノートόソコンが必要である

授業概要：
メディア・アートの定義については諸説あるが、ここでは、ソフトウェア技術やロボティクス、センサー等を用いた芸術であると説明する。メディア・

アートをめぐる状況や起源、最新の作品事例を、AIの支援を受けながら学習した上で、実際にソフトウェアを用いて、؆単なメディア・アート作品の制作
を試みる。
授業目標：
⚑．メディア・アートの起源やை流を説明できる。
⚒．現代のアートにかかわる抽象的な概念を必要に応じて言語化し、AIを用いて現状を調査したり、その᧺照を深めたりすることが出来る。
⚓．映像／音響メディアの情報をૢ作し、芸術表現へ応用する方法を説明できる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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Ί

教本：
講義時に指定します。必ず購入して下さい。

参考文献：

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、小テスト・レポート等（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
教科書は講義で使います。購入しない場合は、受講を߇えてください（参考文献は特に購入は要りませんが、やや雑学的ですが知識が増えます）。その他、

講義での配布物、視聴覚教材等で進行します。
オフィスアワー：

初回講義日に伝えます。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション：「メディア」とは何か？ 事前：各自の関心を高める
事後：配布教材学習

講義 45分
対話式 45分

2 「メディア」をなぜ学ぶのか？：⚓つのメディアの伝えるもの 事前：配布教材学習
事後：配布教材学習

講義 45分
対話式 45分

3 メディアの誕生？と印刷 事前：教科書指定個所学習
事後：講義復習

講義 45分
対話式 45分

4 新聞 ①：新聞の歴史とメディアとしての特質 事前：教科書指定個所学習
事後：講義復習

講義 45分
対話式 45分

5 新聞 ②：新聞産業 事前：教科書指定個所学習
事後：講義復習

講義 45分
対話式 45分

6 ラジオ ①：ラジオの歴史とメディアとしての特質 事前：教科書指定個所学習
事後：講義復習

講義 45分
対話式 45分

7 ラジオ ②：ラジオ産業 事前：教科書指定個所学習
事後：指ఠ箇所確認

講義 45分
対話式 45分

8 テレビ ①：テレビの歴史とメディアとしての特質 事前：教科書指定個所学習
事後：講義復習

講義 45分
対話式 45分

9 テレビ ②：テレビ産業 事前：配布教材学習
事後：配布教材学習

講義 45分
対話式 45分

10 音楽・広告・映画 ①：個々のメディアとしての特質 事前：教科書指定個所学習
事後：配布教材学習

講義 45分
対話式 45分

11 音楽・広告・映画 ②：個々の産業 事前：配布教材学習
事後：配布教材学習

講義 45分
対話式 45分

12 インターネット、SNS ①：メディアとしての特質 事前：教科書指定個所学習
事後：指ఠ箇所確認

講義 45分
対話式 45分

13 インターネット、SNS ②：ネット産業 事前：配布教材学習
事後：配布教材学習

講義 45分
対話式 45分

14 メディアの社会への影響 事前：配布教材学習
事後：配布教材学習

講義 45分
対話式 45分

15 まとめ 事前：配布教材学習
事後：配布教材学習

講義 45分
対話式 45分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) メディア࢈業論（Media Industries） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ∁㰡 හ࠸

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
メディアとは何でしょうか？メディアの定義や機能を明らかにし、技術と社会の相互関係に着目しながら、社会学的視点から歴史を辿ります。また個別

のメディア（新聞、ラジオ、テレビ、インターネット、音楽等）の産業としての位置づけ、また、そのことから生まれる社会での諸問題についても学んで
いきます。
授業目標：
①メディアとは何かを知る。
②社会学の視点から各メディアの特徴を知る。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

〇 ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
『入門メディア社会学』（ミネルヴァ書房）

参考文献：
『情報メディア論』（講談社）
『ソーシャル・メディア論』（青ٷ社）
『メディア社会論』（有斐閣ストΡディア）
『教養としてのAI講義』（日経BP）

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（30％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（50％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
各回のディスカッションをテーマに従って行います。必ず事前にテキストを精読の上、各自考えた上で参加するようにしてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス（メディアとは何か、生成AIを学ぶ） 事前：なし
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

2 ｢メディアの変遷」について学習した内容をもとに、グループディスカッションを行い、
理解を深める。

事前：精読（①2-19）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

3 ｢ニュースという知」について学習した内容をもとに、グループディスカッションを行
い、理解を深める。

事前：精読（①20-38）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

4 ｢ラジオとプロパガンダ」について学習した内容をもとに、グループディスカッション
を行い、理解を深める。

事前：精読（①39-54）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

5 ｢マスメディア」について学習した内容をもとに、グループディスカッションを行い、
理解を深める。

事前：精読（①55-72）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

6 ｢インターネット」について学習した内容をもとに、グループディスカッションを行い、
理解を深める。

事前：精読（①73-91）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

7 ｢オーディエンス」について学習した内容をもとに、グループディスカッションを行い、
理解を深める。

事前：精読（①92-107）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

8 ｢メディア・コミュニケーション」について学習した内容をもとに、グループディスカ
ッションを行い、理解を深める。

事前：精読（①108-123）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

9 ｢デジタルメディア」について学習した内容をもとに、グループディスカッションを行
い、理解を深める。

事前：精読（①124-141）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

10 ｢メディア調査分析の基礎」について学習した内容をもとに、グループディスカッショ
ンを行い、理解を深める。

事前：精読（①142-159）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

11 ｢音楽メディア」について学習した内容をもとに、グループディスカッションを行い、
理解を深める。

事前：精読（①160-177）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

12 ｢メディアにおけるジェンダー」について学習した内容をもとに、グループディスカッ
ションを行い、理解を深める。

事前：精読（①178-193）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

13 ｢࿑働から見たメディア」について学習した内容をもとに、グループディスカッション
を行い、理解を深める。

事前：精読（①194-211）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

14 ｢地域とメディア」について学習した内容をもとに、グループディスカッションを行い、
理解を深める。

事前：精読（①212-231）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

15 ｢メディアの最先端技術と倫理」について学習した内容をもとに、グループディスカッ
ションを行い、理解を深める。

事前：精読（①232-246）
事後：議論レポートの作成

講義45分
ディスカッション45分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) メディア情報論（Media and Social Informatics） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 鈴木 秀顕

履 修 条 件
前提科目 情報ॲ理概論

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ、インターネット、ソーシャルメディアなど、様々なメディアを対象に、その歴史、役割、表現方法、影響力、

倫理、法規制などについて学びます。具体的事例を分析しながら、メディアと社会、メディアと人間の関わりについて多֯的に考察し、情報社会の未来を
展望します。
授業目標：
⚑．メディアに関する基礎知識を習得し、現代社会におけるメディアの役割と影響力を理解する。
⚒．メディアリテラシーを涵養し、情報を批判的に読み解き、適切に活用する能力を身につける。
⚓．メディアと社会、メディアと人間の関わりについて多֯的に考察し、情報社会の未来を展望する。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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も

教本：
情報セキュリティ初級公式問題集 全日本情報学習振興協会

参考文献：
情報セキュリティ初級認定試験関連の参考書

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（40％）、課題（30％）、発表（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
初回の授業に必ず出席すること。情報セキュリティの基礎知識（定義）を事前に調べること。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、
授業科目名であるモバイルアプリ作成について説明する。

事前：教科書の準備をする
事後：情報セキュリティを調べる

講義 80分、ディスカシ
ョン 10分

2 情報セキュリティの考え方、技術の歴史について説明し、その後、課題
を行う。

事前：セキュリティ歴史を調べる
事後：セキュリティ歴史をవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

3 情報セキュリティ基礎であるセキュリティの考え方（3要素、時系ྻ、
及び管理方法）を学ぶ。その後、課題を行う。

事前：セキュリティ要素を調べる
事後：セキュリティ要素をవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

4 情報セキュリティに対するインシデントの具体例、企業の対策状況を
学ぶ。

事前：インシデントを調べる
事後：セキュリティのインシデントをవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

5 情報セキュリティにおけるڴҖ（不正アクセス、ウィルス感染等）につ
いて学ぶ。その後、課題を行う。

事前：セキュリティڴҖを調べる
事後：҉߸技術をవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

6 情報セキュリティ技術の基礎となる҉߸技術について学ぶ。その後、
課題を行う。

事前：҉߸技術について調べる
事後：҉߸技術をవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

7 電子ॺ名、電子認証、及びP,Iの方式、運用について学ぶ。その後、課
題を行う。

事前：P,Iについて調べる
事後：電子ॺ名、P,Iをవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

8 情報セキュリティ対策（ファイアウォール機能、種類、構成など）につ
いて学ぶ。その後、課題を行う。

事前：ファイアウォールを調べる
事後：ファイアウォールをవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

9 情報セキュリティ対策（有効なウィルス対策、SPAMメール対策、及び
認証のڧ化など）について学ぶ。その後、課題を行う。

事前：SPAMメールを調べる
事後：セキュリティ対策をవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

10 ৵入技術、DOSܸ߈、実૷ܸ߈について現状と技術について学ぶ。そ
の後、課題を行う。

事前：DOSܸ߈を調べる
事後：セキュリティܸ߈をవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

11 安全なネットワーク構成の考え方について学ぶ。その後、課題を行う。 事前：DM;について調べる
事後：安全なネットワーク構成をవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

12 情報セキュリティポリシー策定（必要性、概念等）について学ぶ。その
後、課題を行う。

事前：セキュリティポリシーを調べる
事後：セキュリティポリシーをవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

13 情報セキュリティの国際標準と法規について学ぶ。その後、課題を行
う。

事前：情報セキュリティの国際標準を調べる
事後：情報セキュリティの国際標準をవめる

講義 40分、ディスカシ
ョン 30分、課題 20分

14 クラウドコンピューティングの考え方と情報セキュリティリスクにつ
いて学ぶ。その後、課題を行う。

事前：セキュリティリスクを調べる
事後：セキュリティリスクをవめる

講義 20分、ディスカシ
ョン 50分、課題 20分

15 学習内容をవめて復習し、整理する。情報セキュリティを考えた上で
コンピュータの使い方を議論する。

事前：全資料を下読みする。
事後：総合課題を提出する

講義 40分、ディスカシ
ョン 50分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ϟόイルアϓリ࡞成（Creation of Mobile Applications） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ۚ 宰Ү

履 修 条 件
前提科目 情報ॲ理概論

そ の 他 なし

授業概要：
情報セキュリティの歴史や、҉߸の歴史、認証、ウィルス、電子ಁかし等のڴҖやOS、アプリケーション、プログラミングレベルでのセキュリティ対策

等の技術的な対策要素について学ぶ。また、技術演習を行い、実際の対策も経験する。

授業目標：
情報セキュリティの必要性を理解し、最近の情報セキュリティ技術動向を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
使用しない。適宜、参考資料を配布。

参考文献：
「セラピストのための子どもの発達ガイドブック」 ੣信書房 ￥3,200

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ディスカッションを通して、自分の考えを深め、他の学生の視点にも৮れてください。子どもの行動や成長を理解するώントがたくさんあります。積極

的に授業に参加することを期待しています。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 「幼児・児童期」の意義 事前：シラバスの確認
事後：復習（⚑回目の内容）

講義60分
討議30分

2 発達段階と発達課題（ピアジェの認知発達理論） 事前：予習（⚒回目の内容）
事後：復習（⚒回目の内容）

講義60分
討議30分

3 幼児期の情動発達と愛着形成（ボウルビィの愛着理論） 事前：予習（⚓回目の内容）
事後：復習（⚓回目の内容）

講義60分
討議30分

4 児童期の対人関係と社会性の発達（エリクソンの心理社会的発達理論） 事前：予習（⚔回目の内容）
事後：復習（⚔回目の内容）

講義60分
討議30分

5 言語発達と遊びの重要性 事前：予習（⚕回目の内容）
事後：復習（⚕回目の内容）

講義60分
討議30分

6 発達を支える家族・養育環境の影響 事前：予習（⚖回目の内容）
事後：復習（⚖回目の内容）

講義60分
討議30分

7 発達障害（ASD、ADHD、LD）の理解と援助 事前：予習（⚗回目の内容）
事後：復習（⚗回目の内容）

講義60分
討議30分

8 ஥間関係の発達 事前：予習（⚘回目の内容）
事後：復習（⚘回目の内容）

講義60分
討議30分

9 メディアと子どもの発達 事前：予習（⚙回目の内容）
事後：復習（⚙回目の内容）

講義60分
討議30分

10 学習と動機づけの心理学（バンデューラの社会的学習理論） 事前：予習（10回目の内容）
事後：復習（10回目の内容）

講義60分
討議30分

11 子どもの自己概念の発達 事前：予習（11回目の内容）
事後：復習（11回目の内容）

講義60分
討議30分

12 文化・地域性と子どもの発達観 事前：予習（12回目の内容）
事後：復習（12回目の内容）

講義60分
討議30分

13 児童期のストレスとレジリエンス（回復力） 事前：予習（13回目の内容）
事後：復習（13回目の内容）

講義60分
討議30分

14 事例検討 事前：予習（14回目の内容）
事後：復習（14回目の内容）

講義60分
討議30分

15 幼児・児童期の心理のまとめ 事前：予習（15回目の内容）
事後：復習（15回目の内容）

講義60分
討議30分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ༮ࣇ・ࣇಐ期の心理（Psychology of Early Childhood） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 木ߥ ޫ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
幼児期から児童期の発達を、認知・情動・社会性を中心に学ぶ。事例を通して、子どもの行動や心の動きを多面的に理解し、人の成長を支える視点を養

う。

授業目標：
⚑．幼児・児童期の発達段階や特徴を理解し、子どもの行動や心理を多面的に捉え、説明できるようになる。
⚒．発達理論を通して、人の成長や個性の多様性について理解を深め、将来の対人関係や子どもと関わる場面で役立てられるようになる。
⚓．子どもが直面する課題や社会的な影響について、心理学的な視点から考え、自分の意見を持ち、議論できるようになる。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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Α

教本：
大沢裕『新版 幼児理解』一藝社

参考文献：
『幼保連携型認定こどもԂ教育・保育要領、幼稚Ԃ教育要領、保育所保育指針』
（最新版）

成績評価の方法、評価基準：
保育者として持つべき子ども観を修得し、発達段階に即して子どもを把握することができるか、子どもの生活の特徴、個と集団の関係から子どもを理解

する基礎力を習得したかを、グループ討議の成果、複数回のレポート内容等、総合的に評価し、平常点も加味する。
学生へのアドバイス：

。児の発達段階の違いを学べるよう実際のԂでのボランティアなどもおすすめしますࡀ⚕、⚔、⚓
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 幼児教育のための基本的な幼児理解の必要性…カリキュラムマネージメントの視点から
教科書の構造とのつながりが理解できるよう質問時間をとって発言を促す。

事前：授業用ファイル準備
事後：教科書を必ず購入 講義90分

2 ⚑児の発達と理解ࡀ⚓ 初めての集団生活・安定から自己発شまで
。児の特徴について発表するࡀ⚓

事前：教科書を読んでおく
事後：プリントに記入 講義90分

3 ⚒児の発達と理解ࡀ⚓ ґ存から自立へ・自分でできる喜び
。児にふさわしい環境について考えを出し合うࡀ⚓

事前：教科書復習
事後：プリント記入 講義90分

4 具体的な発達の捉え方・⚓ࡀ児のビデオ視聴後グループ協議し、幼児の気持ちの理解を
深め、レポートにまとめる。

事前：プリント記入
事後：レポート完成

講義60分・
グループ協議30分

5 ⚑児の発達と理解ࡀ⚔ ༑達への関心の広がりを視点として
。児の特徴について調べてきたことを発表するࡀ⚔

事前：教科書を読んでおく
事後：プリント記入 講義90分

6 ⚒児の発達と理解ࡀ⚔ 体験の広がりを視点として
。児にふさわしい環境について考えを出し合うࡀ⚔

事前：教科書復習
事後：プリント記入 講義90分

7 幼児の活動に対する肯定的な見方の意義・⚔ࡀ児のビデオ視聴後グループ協議し、幼児
の気持と教師の援助についてレポートにまとめる。

事前：プリント記入
事後：レポート完成

講義60分・
グループ協議30分

8 ⚑児の発達と理解ࡀ⚕ 協同性の育ちに向けて
。児の特徴について調べてきたことを発表するࡀ⚕

事前：教科書を読んでおく
事後：プリント記入 講義90分

9 ⚒児の発達と理解ࡀ⚕ 小学校への接続期の理解に向けて
。児にふさわしい環境について考えを出し合うࡀ⚕

事前：教科書復習
事後：プリント記入 講義90分

10 個と集団の関係の捉え方・⚕ࡀ児のビデオ視聴後、グループ協議し、幼児の気持ちと教師
の援助のあり方についてレポートにまとめる。

事前：プリント記入
事後：レポート完成 講義・グループ協議

11 幼児の遊び・生活の意味の理解
実際の幼稚Ԃの保育参観を通して気付いたことを発表する。

事前：なし
事後：振り返りをする 保育参観90分

12 教師の姿勢と子どもに対する共感的理解・実践例のビデオ視聴し、幼児の気持ちの理解
と教師の援助のあり方について考察しレポートにまとめる。

事前：なし
事後：レポート完成 保育参観90分

13
特別に支援を必要とする子どもの理解・実践例から具体的な環境構成と援助について考
える。
環境の工夫からできる支援についてグループで協議し発表する。

事前：実践例を読んでおく
事後：振り返り

講義60分・
グループ協議30分

14 保育の改善の視点 保育記録・評価方法の実際
様々な保育の記録があることを知る。

事前：教科書を読んでおく
事後：プリントの振り返り 講義90分

15 保護者の心情理解と基礎的な対応の方法について考える。
教科書の事例から考えを出し合う。

事前：教科書を読んでおく
事後：振り返りをする 講義90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 必修 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ༮ࣇ理解（Understanding Early Childhood Children） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大沢 裕

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
幼児を理解するためには、まず子どもとはどのような存在かを把握し、幼児期の特徴、幼児の生活の傾向を知る必要がある。本講義では、幼児期の特徴

とはどのようなものかを理解させ、一人ひとりの子どもの心情・意欲・態度、個と集団のとらえ方のポイントを教授する。保育現場に立つ学生たちが幼児
の内面に何が起こり、どのような思いを๊いているのかに目を向け、発達の課題に即した指導が可能となるよう支援する。具体的な事例を示しつつ、幼児
の発達観を習得させ、共感的理解の基礎を培い、実践力を培うよう指導する。授業形態は、講義とグループ討論が主体となる。
授業目標：

幼児理解のための基礎理論を習得し、具体的な事例を通じて、幼児の発達段階のとらえ方、幼児の遊びや生活、幼児の興味・関心、個と集団を捉える見
方を育成する。共感的理解の基礎を培う。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
各回プリント配布

参考文献：
適宜紹介

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、小テスト・レポート等（20％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
観光の背景となる歴史や文化の違いに着目し、ヨーロッパの観光の魅力を考えてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ϥーϩοパޫ؍論（European Tourism Studies） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 安本 ୡࣜ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ヨーロッパの観光の特性を歴史・文化的背景、観光資源の特性から考察する。

授業目標：
⚑．ヨーロッパ観光の特性を理解する。
⚒．アジアなど他地域との差異を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス・ヨーロッパ観光論で学ぶことを説明する。 事前：なし
事後：ヨーロッパ観光概観

講義 60分、質疑 20分、
感想コメント記入 10分

2 【ヨーロッパ観光の歴史と規模】ヨーロッパにおける観光の起こりと発
達について解説する。その内容について小テストを行う。

事前：観光史の下調べ
事後：歴史的背景の考察

講義 80分、
小テスト 10分

3 【ヨーロッパ観光の歴史と規模】ヨーロッパのツーリズム形態の変遷に
ついて解説する。その内容について小テストを行う。

事前：観光文化の下調べ
事後：文化的背景の考察

講義 80分、
小テスト 10分

4
【ヨーロッパ観光の歴史と規模】UNWTOの世界観光指標より、ヨーロ
ッパへの国際観光到達数、観光収入などについて解説する。その内容に
ついて小テストを行う。

事前：データの下調べ
事後：ヨーロッパ観光の規模の考察

講義 80分、
小テスト 10分

5 【ヨーロッパの観光資源の特性】ヨーロッパの観光資源の特性の全体像
を解説する。その内容について小テストを行う。

事前：ヨーロッパの෩土下調べ
事後：ヨーロッパの観光資源考察

講義 80分、
小テスト 10分

6 【ヨーロッパの観光資源の特性】ヨーロッパの世界Ҩ産にみる観光資源
の特性を解説する。その内容について小テストを行う。

事前：世界Ҩ産の下調べ
事後：歴史的資源の特性考察

講義 80分、
小テスト 10分

7 【ヨーロッパの観光資源の特性】ヨーロッパの建築様式にみる観光資源
の特性を解説する。その内容について小テストを行う。

事前：西洋建築様式の下調べ
事後：文化的資源の特性考察

講義 80分、
小テスト 10分

8 【ヨーロッパの観光資源の特性】スペイン・パラドールにみる観光資源
の特性を解説する。その内容について小テストを行う。

事前：パラドールの下調べ
事後：॓ധ施設の特性考察

講義 80分、
小テスト 10分

9 【ヨーロッパの観光資源の特性】イタリア・アルベルゴ・ディフーκにみ
る観光資源の特性を解説する。その内容について小テストを行う。

事前：アルベルゴデフューκの下調べ
事後：଺在型観光の特性考察

講義 80分、
小テスト 10分

10 【ヨーロッパの観光資源の特性】ヨーロッパのワインツーリズムにみる
観光資源の特性を解説する。その内容について小テストを行う。

事前：ワインツーリズムの下調べ
事後：৯と観光の特性考察

講義 80分、
小テスト 10分

11 【ヨーロッパの観光資源の特性】ヨーロッパの෩土と観光資源の特性に
ついて、グループワーク等により考察する。

事前：ヨーロッパ観光資源特性のまとめ
事後：෩土と資源の特性考察

講義 60分、
グループワーク 30分

12 【ヨーロッパの観光地の特性】ヨーロッパ観光の最新の取り組みを事例
にその特性を解説する。その内容について小テストを行う。

事前：ヨーロッパの国の観光施策の下調べ
事後：観光地形成事例の考察

講義 80分、
小テスト 10分

13 【ヨーロッパの観光地の特性】ヨーロッパの国の観光振興施策を事例に
その特性を解説する。その内容について小テストを行う。

事前：ヨーロッパの観光都市政策の下調べ
事後：観光地形成事例の考察

講義 80分、
小テスト 10分

14 【ヨーロッパの観光地の特性】ヨーロッパ観光の最新の取り組みを事例
にその特性を解説する。その内容について小テストを行う。

事前：ヨーロッパ観光トピック下調べ
事後：これからの観光の考察

講義 80分、
小テスト 10分

15 まとめ・ヨーロッパ観光の最新事情およびこれまでの学習内容をもとに、
今後考えていくべきことをまとめる。

事前：配布プリントの࠶読
事後：今後の探求方向の考察

講義 70分、
小レポート 20分
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教本：
┙nderstanding Euro┴e
Joan McConnell ۚ੕堂 ￥1,900(税別）
ISBN978-4-7647-0587-6

参考文献：
『ヨーロッパとは何か』増田四郎 ೾文庫ؠ ￥700(税別）

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況（40％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ֆ画を見て視覚的に西Ԥの文化をとらえたり、また音楽を聴いたりすることも、西Ԥのものの見方を楽しく理解し興味を持つ動機付けになると思います。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction to Europe 事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

2 Europe : 1. In the Beginning, 2. A Continent of Differences
3. Light in Europe

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

3 Europe : 4. The Classical Tradition
5. The Christian Tradition

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

4 Italy : 1. A World of Yesterday and Tomorrow
2. Rome

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

5 Italy : 3. The Land of Art 事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

6 Italy : 4. Life Italian-Style 事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

7 France : 1. The Land of Many Loves
2. A Metting Place for Many People

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

8 France : 3. Empires and Revolution
4. The Land of Love

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

9 France : 5. The French and the Rest of the World 事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

10 Spain : 1. A Land of Surprises
2. The Moors Arrive from Africa

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

11 Spain : 3. 1492 � Birth of an Empire 4. The lFirez of Spain
5. Neighbors on the Peninsula

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

12 The British Isles : 1. Tea Time 2. Two Cousins and an Empire
3. England : A Land of Living Tradition

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

13 The British Isles : 4. Wales and Scotland
5. Ireland : The Emerald Isle

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

14 The Benelux Countries : 1. Hans Brinker : Symbol of Holland
2. Holland : A land of Many Surprises

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

15 The Benelux Countries : 3. Holland and her Neighbors
4. The Benelux Countries

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ϥーϩοパ文化研究Ａ（European Studies A） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ヨーロッパの様々な国や地域について書かれたテクストを読みます。また、毎回英国の歴史・文化にয点を当てたワークシートを配布しますので、その

݀ຒめ作業をしながら、各項目の要約を完成します。

授業目標：
ヨーロッパへの理解を深めることが目標です。テクストとハンドアウトは英語で書かれていますので、英語を読むことに਌しむのも目標です。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
┙nderstanding Euro┴e
Joan McConnell ۚ੕堂 ￥1,900(税別）
ISBN978-4-7647-0587-6

参考文献：
『ヨーロッパとは何か』増田四郎 ೾文庫ؠ ￥700(税別）

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況（40％）、定期試験（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
ハンドアウトはできるだけ前もって配布するようにしますので、目を通してよくわからないところに印をつけて授業に臨んでもらえれば、と思います。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 Introduction to ‘Englishes’ :「英語はどこの国のことば？」 事前：なし
事後：なし

講義45分
ワークシート記入45分

2 Scandinavia : 1. The Northmen : Fury and Adventure
2. Denmark 3. Norway

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

3 Scandinavia : 4. Sweden
5. Lapland and Finland

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

4 Switzerland and Austria : 1. The Cathedrals of Nature 事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

5 Switzerland and Austria : 2. The Land of Mountain Liberty
3. Switzerland and the World

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

6 Switzerland and Austria : 4. Similar Yet Different 事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

7 Germany : 1. The Germans against the Romans
2. Quest for an Empire 3. German People

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

8 Germany : 4. The German Gifts to the World
5. 2000 Years Later

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

9 Eastern Europe : 1. The U.S.S. 事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

10 Eastern Europe : 2. Seven New Nations in Eastern Europe
3. Poland

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

11 Eastern Europe : 4. Hungary and Czechoslovakia
5. Rumania and Bulgaria 6. Yugoslavia and Albania

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

12 Greece and Turkey : 1. Voices of Glory 2. Greek Culture 事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

13 Greece and Turkey : 3. Greece Moves East
4. Turkey Looks West 5. Back to the Beginning

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

14 European Unification : 1. A Cold Wind Turns Warm
2. Memoires of Imperial Glory

事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

15 European Unification : 3. Citizens of the World 事前：テクスト
事後：ハンドアウト

講義45分
ワークシート記入45分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ϥーϩοパ文化研究Ｂ（European Studies B） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 廣本 和枝

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
ヨーロッパの様々な国や地域について書かれたテクストを読みます。また、毎回英国の歴史・文化にয点をѼてたワークシートを配布しますので、その

݀ຒめ作業をしながら、各項目の要約を完成します。

授業目標：
ヨーロッパへの理解を深めることが目標です。テクストとハンドアウトは英語で書かれていますので、英語を読むことに਌しむのも目標です。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリント及び『؃護師のための松ӄ流人材育成術』長谷川ۈ著・日本ҩ療

企画 ￥1.650

参考文献：
『松ӄとນ末・明治の志士たち』長谷川ۈ著・NH,出版
『留ࠢ録』古川薫著・講談社学術文庫

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
授業参加状況等（40％）、小テスト・レポート等（30％）、定期試験（30％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
レポート提出も大きな評価対象です。忘れないように。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習(学習課題) 授業形態

1 ガイダンス 松蔭大学の建学精神と理念 「知行合一」
⿎松ӄが教えてくれること。⿎指導者のഐ出

事前：なし
事後：なし 講義90分

2 ໟ利氏と厚木のかかわり
あまり知られていないໟ利氏の始૆と厚木のかかわりについて紹介します

事前：なし
事後：なし 講義90分

3 生い立ちと修業時代 山鹿流ฌ学師範ਿ家と吉田家
࿡ࡀで吉田家を継ぎ山鹿流ฌ学を習う。⿎松ӄの誕生とൡ校への出仕について

事前：なし
事後：なし 講義90分

4 脱ൡと密ߤ 武士の一୚を؏くことによって脱ൡ、そして密ߤにࢸるまでをふりかえる。
⿎遊学と脱ൡ 西洋ฌ学、܉学、ւ外情勢を知る

事前：なし
事後：なし 講義90分

5 。によって教育への覚੧ࠈ中教育から生まれた『講ໞ༨話』野山ࠈ
そして「松下村क़」へ

事前：なし
事後：なし 講義90分

6 「松下村क़」誕生～理念と教育 ①
⿎松下村क़の人の育て方 ⿎「知行合一」の教え ⿎個性を৳ばす

事前：なし
事後：なし 講義90分

7 「松下村क़」誕生～理念と教育 ②
⿎「師ఋ同行」の教育 ⿎志が最も大切 ⿎学問のめざすものは

事前：なし
事後：なし 講義90分

8 松下村क़の「四ఱԦ」久坂ݰਸ਼・高ਿ৾作・吉田稔ຩ・入江۝一
ਸ਼と文ݰ ਸ਼と松ӄのຓのࠗҽݰಠなݽ

事前：なし
事後：なし 講義90分

9 安政の大ࠈ
大࿝井伊直ඝによるນ෎の立て直しと反ນ෎勢力へのଧܸについて

事前：なし
事後：なし 講義90分

10 ࿝中҉ࡴ計画と「૲᣸቎起」
無௘ڐの日米修好条約からᨠນから౗ນへ、そして࿝中間部Ḩউ҉ࡴを計画。

事前：なし
事後：なし 講義90分

11 ນ෎ไ行を震Ꭵさせた自白
取り調べ内容とນ෎はঠ握していなかった計画

事前：なし
事後：なし 講義90分

12 門下生へのҨ書としての『留ࠢ録』読み解くための松ӄの一生をおさらい 事前：なし
事後：なし 講義90分

13 松ӄの名言 20 事前：なし
事後：なし 講義90分

14 ҡ新に活༂した門下生たち
①伊藤博文 ②山形有朋 ④ᑸ

か

取
とり

素彦
もとひこ

༑人 （Ҹ޹ށ郎(木ޒ小ܡ
事前：なし
事後：なし 講義90分

15 近代日本への変ֵと松ӄの思想とまとめ 事前：なし
事後：なし 講義90分

開 講 年 次 ⚑年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ٢田松ӄ論（The Philosophy of :oshida Shoin） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 増田 裕彦

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本学の教育理念である「知行合一」を実践した吉田松ӄは、わずか三〇ࡀでこの世を去った。しかし、松下村क़においてҡ新のժを育て、多くの志士を

世に送り出し、短くとも多くのことを成した松ӄの生涯から、「知行合一」とは何か、「教育」とは何かを思考するとともに、本学で学ぶ意義とތりを修得
する。
授業目標：

吉田松ӄの教育について理解し、松下村क़からഐ出した志士や明治期の指導者を確認し、ນ末の歴史を振り返ります。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
ኍ岡裕一他著「変化するཱྀ行ビジネス」文理閣 ￥2,000＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
楽しく学ばなければ観光は学べない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：配布プリントを読返す 講義 90分

2 ཱྀ行業の成り立ち ✅：
近代ཱྀ行業、業界勢力図、業界トレンドなど考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

3 ཱྀ行業の成り立ち ✆：
ཱྀ行業法、企画ཱྀ行と手配ཱྀ行の違いを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

4 ཱྀ行業の成り立ち ✇：
ཱྀ行企画、ソリューション営業、イベント・コンベンションなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

5 ཱྀ行業の成り立ち ✈：
ཱྀ行業のやりがい、転職・ಠ立、職種などについて考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

6
ཱྀ行業界がわかる ✅：

国内・ւ外ཱྀ行市場、個人ཱྀ行、団体ཱྀ行、訪日外国人ཱྀ行、ネットൢചなどを考察
し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

7 ཱྀ行業界がわかる ✆：
パッケージཱྀ行、格安ߤ空݊、多֯化経営、業界概略などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

8 ཱྀ行業界がわかる ✇：
専門特化型ཱྀ行社、ネットཱྀ行社、楽ఱトラベル、HISなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

9 ཱྀ行業界がわかる ✈：
クルーズ、ロングステイ、ւ外ཱྀ行先ランキングなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

10 ཱྀ行業界がわかる ✉：
ロケ地८り、ւ外ウエディング、スポーツ観戦、バリアフリーなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

11
ཱྀ行業界がわかる ✊：

シニアツアー、新コンセプトཱྀ行、チャーターศ、インターネット直ൢなどを考察
し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

12
ཱྀ行業界がわかる ✋：

バーシャルカウンター、ダイナミックパッケージ、エクスペディア、グローバル観光
戦略などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

13 クラブツーリズムの経営 ✅：
ཱྀの通ൢ、添৐の活用などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

14
クラブツーリズムの経営 ✆：

同社のデータマーケティング、ཱྀ の༑、ミッション経営、企業の社会貢献などを考察
し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

15 ੕野リκート研究：
ホテル、ཱྀ館の経営立て直しのための戦略を研究し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 会社経営論Ⅰ（Travelߦཱྀ Business Management Ⅰ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大Ҫ ޭ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
映像でイメージを௫み、ཱྀ行業現状を理解し、新たなビジネスモデルを模索する。

授業目標：
ཱྀ行業の経営がわかり、新たな発展の方策を考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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Γ

教本：
プリントを配布する。

参考文献：
ኍ岡裕一他著「変化するཱྀ行ビジネス」文理閣 ￥2,000＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
楽しく学ばなければ観光は学べない。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
ཱྀ行企画の方法 ✅：

ւ外ཱྀ行の未来戦略、観光立国、ツアープランナー、脱価格ڝ争などを考察し、討議
する。

事前：なし
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

2 ཱྀ行企画の方法 ✆：
情報収集、現地調査、SIT、政෎観光ہとの共働などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

3
ཱྀ行企画の方法 ✇：

パッケージツアーの創り方、理性と感情にૌえるཱྀ行パンフレットの作り方などを
考え発表する｡

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

4 ཱྀ行企画の方法 ✈：
。客ຬ足、広報活動、ツアコン、ツアー価格などを考察し、討議するސ

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

5
ཱྀ行企画の方法 ✉：

日本人の英語、観光ہとの共働、コミュニティ・ツーリズム、サステナブル・ツーリ
ズムなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

6
訪日外国人ビジネス：

日本のインバウンド、観光立国、クールジャパン、ゴールデンルートなどを考察し、
討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

7 ビジネスモデル ✅：
メディアൢച、ߤ空のグローバルアライアンスなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

8 ビジネスモデル ✆：
JTBの世界戦略を考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

9
ビジネスモデル ✇：

店頭ൢചにおける低価格ൢച、付加価஋創造、経験価஋マーケティングなどを考察
し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

10 ビジネスモデル ✈：
メディカル・ツーリズム、まちづくりなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

11 ビジネスモデル ✉：
ホテル、テーマパーク、༊しブームなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

12 カジノ運営：
インテグレイテッド・リκート、カジノ解ېのメリット・デメリットを考え、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

13
イベントˍコンベンション ✅：

国際会議と博覧会、ショーオーガナイザー、博覧会プロデューサーなどを考察し、討
議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

14 イベントˍコンベンション ✆：
MICE市場、PCO、イベント・オーガナイザーなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

15 ཱྀ行業の課題：
市場の変化、成熟社会、マスーツーリズムなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 会社経営論Ⅱ（Travelߦཱྀ Business Management Ⅱ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大Ҫ ޭ

履 修 条 件
前提科目 。に履修しͨことがあるڈ業論Ⅰをಉ時履修か、աߦཱྀ

そ の 他 なし

授業概要：
映像でイメージを௫み、ཱྀ行業現状を理解し、新たなビジネスモデルを模索するために討議する。

授業目標：
ཱྀ行業の経営がわかり、新たな発展の方策を考える。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義時にプリントを配布する。

参考文献：
授業時にਵ時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（60％）、平常点（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
復習を行うこと、欠席をしないことを希望します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：なし
事後：なし 講義 90分

2 ཱྀ行業法を理解し、グループで問題を解く 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

3 「日本のࡇり」の特徴を知り、理解度をチェックする 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

4 ཱྀ行業約׺を理解し、グループで問題を解く 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

5 「日本の伝統工芸品」の特徴を知り、理解度をチェックする 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

6 運送・॓ധ約׺を理解し、グループで問題を解く 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

7 「ラムサール条約」を理解し、理解度をチェックする 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

8 మ道の運௞規則を理解し、問題を解く 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

9 「日本の世界Ҩ産」を知り、理解度をチェックする 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

10 JR運௞・料ۚを理解し、理解度をチェックする 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

11 「日本の文学作品」を知り、理解度をチェックする 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

12 ॓ധ・フェリー・バスの規則を理解し、問題を解く 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

13 「ಃ࣓器・࣫器」を知り、理解度をチェックする 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

14 国内ߤ空の規則を理解し、問題を解く 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

15 を知り、理解度をチェックする「土料理・特産品ڷ」 事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ⅰ（Travelૅج業຿ߦཱྀ Business Basics Ⅰ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大Ҫ ޭ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
・解説し、過去の問題を解きながら理解を深める。
・観光のしくみを学び、自力で調査する能力を身につける。

授業目標：
毎年⚙月に行われる国家試験「国内ཱྀ行業務取扱管理者試験」合格基準点の取れるレベルの知識と理解力を持つことを目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
講義時にプリントを配布する。

参考文献：
授業時にਵ時紹介する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（60％）、平常点（40％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
復習を行うこと、欠席をしないことを希望します。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション
アメリカ・カナダの観光資源を知り、理解度をチェックする

事前：なし
事後：なし

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

2 国際ߤ空運௞
ཱྀ݊法を理解し、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

3 出入国法令と実務⚑
アジアの観光資源を知り、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

4 出入国法令と実務⚒
入管法・検Ӹ法を理解し、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

5 出入国法令と実務⚓
アジアの観光資源を知り、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

6 ւ外ཱྀ行実務⚑
通関に関する規則を理解し、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

7 ւ外観光地理⚑
Ԥभの観光資源を知り、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

8 ւ外ཱྀ行実務⚒
出入国手続きを知り、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

9 ւ外観光地理⚒
Ԥभの観光資源を知り、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

10 ւ外ཱྀ行実務⚓
時差の計算方法を理解し、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

11 ւ外観光地理⚓
中౦アフリカの観光資源を知り、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

12 ւ外ཱྀ行実務⚔
国際ߤ空運௞の規則を知り、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

13 ւ外観光地理⚔
中南米・߽भの観光資源を知り、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

14 ւ外ཱྀ行実務⚕
観光英語の基礎をマスターし、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

15 まとめ
世界の৯を知り、理解度をチェックする

事前：なし
事後：資料の精読

講義 50分､
映像 20分、小テスト 20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) Ⅱ（Travelૅج業຿ߦཱྀ Business Basics Ⅱ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大Ҫ ޭ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
解説し、過去の問題を解きながら理解を深める。

授業目標：
「総合ཱྀ行業務取扱管理者試験」の「ւ外ཱྀ行実務」を取り上げ、国家試験の合格を目指す。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．高橋ल夫著「クラブツーリズム研究」毎日新聞社 ￥1,800＋税
⚒．ኍ岡裕一他著「変化するཱྀ行ビジネス」文理閣 ￥2,000＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
ཱྀ行業界で活༂したい人、ཱྀ行好きの人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す 講義 90分

2 ཱྀ行業概観：
ཱྀ行業の歴史やཱྀ行業の意義や機能などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

3 ཱྀ行業とは：
ཱྀ行業法上のཱྀ行業やཱྀ行業の現状などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

4
ཱྀ行市場：

国内ཱྀ行・ւ外ཱྀ行・訪日外国人の市場規模、ཱྀ 行会社の課題などを考察し、討議す
る。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

5 ཱྀ行業経営：
日本のཱྀ行業の経営特質や問題点などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

6 ൢച戦略：
ཱྀ行業の঎品とそのൢച方法や店ฮ政策などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

7 ঎品部門別業務：
国内ཱྀ行、ւ外ཱྀ行の部門別業務内容などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

8 ൢച形態：
店頭ൢച、団体営業、メディアൢചなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

9 主要市場における営業活動 ✅：
パッケージツアー、教育ཱྀ行、業務ཱྀ行、視察ཱྀ行などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

10 主要市場における営業活動 ✆：
イベント・コンベンション、ւ外ウエディング・マーケットなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

11 業務別にみた営業内容：
ホールセラー、リテーラー、ツアーオペレーターなどの営業を考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

12 ཱྀ行業のマーケティング：
ཱྀ行業のマーケティングの特徴を考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

13 ཱྀ行業関連法令：
ཱྀ行業法の変遷、ཱྀ行業約׺などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

14 ニューツーリズムとは：
エコツーリズム、グリーンツーリズム、産業観光などを理解し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

15 観光政策と観光：
観光行政、観光立国એ言、観光基本法などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 業論Ⅰ（Travelߦཱྀ Industry Ⅰ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大Ҫ ޭ

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
映像によりイメージを௫んだ上で、ཱྀ行業を概括し、ཱྀ行業に特有な経営形態や঎品の特性を理解し、その঎品がどのように企画・造成され、どのよう

な市場で、どのようにൢചされているかを把握する。ߋに、ཱྀ行業に関わる法律がফඅ者をどのように保護しているかを討議する。

授業目標：
ཱྀ行業経営と঎品特性を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式



487

教本：
プリントを配布する。

参考文献：
⚑．高橋ल夫著「クラブツーリズム研究」毎日新聞社 ￥1,800＋税
⚒．ኍ岡裕一他著「変化するཱྀ行ビジネス」文理閣 ￥2,000＋税

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（授業参画度、小テスト等）（40％）、定期試験（60％）等

学生へのアドバイス：
ཱྀ行業界で活༂したい人、ཱྀ行好きの人、楽しく学びましょう。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
ཱྀ行業界を取り巻く環境 ✅：

LCCのビジネス・モデル、アウトバウンドとインバウンドの状況などを考察し、討
議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

2 ཱྀ行業界を取り巻く環境 ✆：
ཱྀ行঎品の特性や流通の仕組みなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

3 ཱྀ行業界を取り巻く環境 ✇：
ཱྀの⚓要素、ཱྀ行঎品の特性、ཱྀ行会社の機能などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

4 ཱྀ行業界を取り巻く環境 ✈：
ཱྀ行業の現状、ཱྀ行会社の経営状況などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

5 ཱྀ行業界を取り巻く環境 ✉：
ホールセラー会社、インターネットൢചなどを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

6 ചれるཱྀ行঎品 ✅：
ཱྀ行঎品の⚗つの構成要素とその組み合わせ方法などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

7
ചれるཱྀ行঎品 ✆：

シーズンとオフの戦略、ސ客価஋経営、価格ڝ争、チャーターศなどを考察し、討議
する

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

8 ੟地८ྱ：
世界Ҩ産からアニメの෣୆まで本物に出会い体験する。ཱྀ 行形態を考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

9
ཱྀ行業の将来：

ւ外ཱྀ行マーケティングの変遷、ビジネス・モデルの変化、MICE市場などを考察し、
討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

10 国際ホテル利用法：
国際ホテル利用のための、英語表現法を考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

11 ཱྀ行の法律：
ಠ઎ې止法、景品表示法、白໷事件などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

12 ブライダル産業：
人気のウェディングや関連産業などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

13 ディズニーランドのCS：
。さのൿ密、新しいアトラクションの建設など、感動の経営を考察し、討議するڧ

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

14 リκート開発と観光文化：
国際リκート開発のૂいと課題を考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

15 ཱྀ行業の課題と展望：
市場の変化、クラブツーリズムの経営などを考察し、討議する。

事前：参考文献・類書を読む
事後：配布プリントを読返す

講義 50分､
映像 20分、討議 20分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) 業論Ⅱ（Travelߦཱྀ Industry Ⅱ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 大Ҫ ޭ

履 修 条 件
前提科目 。に履修しͨことがあるڈ業論Ⅰをಉ時履修か、աߦཱྀ

そ の 他 なし

授業概要：
映像によりイメージを௫んだ上で、ཱྀ行業を概括し、ཱྀ行業に特有な経営形態や঎品の特性を理解し、その঎品がどのように企画・造成され、どのよう

な市場で、どのようにൢചされているかを把握する。ߋに、ཱྀ行業に関わる法律がফඅ者をどのように保護しているかを討議する。

授業目標：
ཱྀ行業経営と঎品特性を理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
資料を配布する。

参考文献：
授業中に，適宜紹介する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（50％）、テスト（50％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
授業には、グループワーク、ディスカッション等を取り入れる。毎回の授業終了時には、コメントペーパーに授業内容から考えたことを書いて提出して

いただく。
オフィスアワー：

初回授業日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 事前：シラバスの確認
事後：授業の見通しをたてる

講義 40分、
グループワーク 50分

2 精神障害①うつ 事前：資料確認・課題検討
事後：精神障害について理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

3 精神障害②不安障害 事前：資料確認・課題検討
事後：精神障害について理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

4 精神障害③統合ࣦ調症 事前：資料確認・課題検討
事後：精神障害について理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

5 精神障害④人格障害 事前：資料確認・課題検討
事後：精神障害について理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

6 精神障害⑤発達障害 事前：資料確認・課題検討
事後：精神障害について理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

7 心理療法①パーソン・センタード心理療法 事前：資料確認・課題検討
事後：精神障害へのアプローチの方法を理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

8 心理療法②精神分析的心理療法 事前：資料確認・課題検討
事後：精神障害へのアプローチの方法を理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

9 心理療法③認知行動療法 事前：資料確認・課題検討
事後：精神障害へのアプローチの方法を理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

10 心理療法④家族療法 事前：資料確認・課題検討
事後：精神障害へのアプローチの方法を理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

11 心理アセスメント①行動観察 事前：資料確認・課題検討
事後：心理アセスメントについて理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

12 心理アセスメント②心理検査 事前：資料確認・課題検討
事後：心理アセスメントについて理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

13 事例論文を読む 事前：資料確認・課題検討
事後：心理アセスメントについて理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

14 事例検討 事前：資料確認・課題検討
事後：心理アセスメントについて理解する

講義 50分、
グループワーク 40分

15 まとめ 事前：授業全般の復習
事後：理解の補完 講義

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ྟচ心理学（Clinical Psychology） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ਫ本 深ت

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
本講義では，様々な精神障害，心理療法，心理アセスメントについて，概論を学ぶ。講義内では，適宜事例や社会的事象を紹介する。

授業目標：
心の問題について理解し，支援の仕方の基本を習得する。そして事ނや他者の心への気づきを深めることを目標とする。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
なし。毎講義時にレジュメ（プリント）を配布する。

参考文献：
（有斐閣）『（訂版࠶）西洋哲学史』崎武雄ؠ

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
定期試験（100％）で評価する。

学生へのアドバイス：
曜日や時限の都合（例：「空きコマだった」という理由）だけで履修すると、単位を修得できず、後չすることもありえます。履修に際しては、哲学・倫

理学・思想史一般について多少なりとも関心を持っていることが求められます。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 自由と規範 概論：自然法論の系ේを辿り、各論で展開される人間・国家観を၆ᛌす
る。

事前：特になし
事後：講義内容を復習する。 講義90分

2 神的自然法論① 原ࡑ・〈事物の本性〉と人間の自由 事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

3 神的自然法論②
アウグスティψスとトマス・アクィナスの自然法概念

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

4 約説的自然法論ܖ アトム的個人の権利と国家権力①
ホッブズ：〈リヴァイアサン〉はなぜ఍߅権を認めないのか

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

5 約説的自然法論ܖ アトム的個人の権利と国家権力②
ロック、ルソー：市民的不服従の論理

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

6 カント理論哲学 認識の࿮組：
Ǻ世界〉はいかに在るか

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

7 カント実践哲学 徳論と法論：
Ǻ自己〉と〈他者〉はいかに在るべきか

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

8 ϔーήル〈人倫〉の学①
｢自然法論文」における近代自然法論批判⚑

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

9 ϔーήル〈人倫〉の学②
｢自然法論文」における近代自然法論批判⚒

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

10 ϔーήル〈人倫〉の学③
｢自然法論文」における共同体論：〈真無限〉の立場

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

11 ϔーήル〈人倫〉の学④
イェーナ精神哲学における相互承認論：〈愛〉

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

12 ϔーήル〈人倫〉の学⑤
イェーナ精神哲学における相互承認論：〈ಆ争〉

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

13 ϔーήル〈人倫〉の学⑥
Ǿ精神現象学』における相互承認論：〈主人とౕྴのห証法〉

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

14 ϔーήル〈人倫〉の学⑦
論理学と『法哲学綱要』の視座

事前：レジュメを熟読する。
事後：講義内容を復習する。 講義90分

15 ϔーήル〈人倫〉の学⑧
Ǻ民族精神〉と〈世界精神〉：〈世界法ఊ〉としての世界史

事前：レジュメを熟読する。
事後：試験の準備をする。 講義90分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ྙ理学（Ethics） 科目分類 科目ૅج

担 当 教 員 ۚ澤 秀࢚

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
人権のߋなる拡充がڣばれる今日、個人の〈自由〉が、ط成のモラルや法と対立するہ面が現れている。そもそも我々はなぜ〈規範〉を९守する義務を

ෛうのか。また〈規範〉には、時代や文化の差異を௒えた内実が認められうるのであろうか。

授業目標：
上述した問題関心のもと、本講では〈自由と規範〉をテーマに掲げ、倫理学の地平から個人と共同体の在り方について考察したい。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
特にありません。ほぼ毎回資料プリントを配布。

参考文献：
講義ごとに示す。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、小テスト、レポート等（30％）、定期試験（50％）等で総合評価する。⚓回以上の欠席の場合は、公欠等にかかわらず課題を課

す。
学生へのアドバイス：

毎回配布する資料プリントで復習してください。小テスト、定期試験はそのプリントから出題します。
オフィスアワー：

初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス。授業の進め方、評価方法の説明。考古学研究の特徴について 事前：高校の日本史の教科書を読んでおく。
事後：配布資料の内容確認

講義(70分）、ディス
カッション(20分)

2 考古学研究と歴史考古学研究。文献史研究との関係を説明する 事前：古文書学について調べる。
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

3 歴史考古学と関連諸学。民俗学、美術史、建築史等との関係を説明し物質
文化研究を理解する

事前：例示した関連諸学について調べる。
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

4 世界各地の歴史考古学。ヨーロッパの古典考古学と中世以߱の都市考古
学。アメリカや世界各地の大ߤւ時代以߱の歴史考古学の概要

事前：ギリシャ・ローマ時代について確認
米国の歴史の概要を調べる

事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分）

5 日本の古代の歴史考古学。中国大཮、ே઱半島との関連からの年代決定
と国内の文献史料の利用

事前：໻生、古෿、ඈௗ時代について確認
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

6 平安時代の歴史考古学。都市、寺Ӄ੻、集落の発۷から分かることと文献
史料の関係

事前：平安時代について確認
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

7 中世考古学 ⑴ 都市と৓の発۷調査と出土資料から分かる生活文化 事前：ח૔・室町・戦国時代について確認
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

8 中世考古学 ⑵ 歴史考古学的研究により判明した戦国時代のリアリテ
ィー

事前：南北ே時代について確認
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

9 近世考古学 ⑴ 近世考古学史とಃ࣓器・土器研究。関連諸学との連携で
分かってきたこと

事前：江ށ時代の年代等概要について確認
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

10 近世考古学 ⑵ 上水道、大小ศの処理など都市機能の整備と住生活につ
いて

事前：江ށ時代の人々の฻らしを考える。
事後：配布資料の内容確認 講義(90分)

11 近世考古学 ⑶ 江ށの৯文化について。出土資料とֆ画資料、文献史料
を交えて解説

事前：江ށ時代の酒や৯物について調べる。
事後：配布資料の内容確認

講義(70分）、ディス
カッション(20分)

12 近世考古学 ⑷ 各地のҨ੻の発۷調査からわかった江ށと各地の৓下
町、೶村の関係

事前：江ށ時代の෋士山෾火や地震を確認。
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

13 歴史考古学からみた16世紀～18世紀の世界、౦アジア世界の状況 事前：౦アジアの地理について確認。
事後：配布資料の内容確認

講義(70分）、小レポ
ート作成(20分)

14 近・現代考古学 近・現代考古学の成果と意義。汐留Ҩ੻、高輪అᅿ、戦
੻Ҩ੻。産業考古学

事前：明治～昭和の概要について確認
事後：配布資料の内容確認

講義(80分）､
小テスト(10分)

15 まとめ。授業全体の振り返りと議論 事前：毎回配布資料を全て確認しておく。
事後：配布資料の内容確認

講義(45分）、ディス
カッション(45分)

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ྺ史ݹߟ学（)istorical Archeology） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 小林 克

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
考古学の一分野である歴史考古学は、古代以߱の歴史研究を、文献史学(古文書学)とともに探求していく学問である。最初に歴史学との関係や、考古学

研究としての方法、目的、成果を説明する。その上で、世界各地の歴史考古学研究の状況を講義し、次に日本ྻ島における歴史考古学の現状と成果を、古
代・中世・近世・近現代と事例を示して学んでいく。
授業目標：

考古学的資料が、歴史研究にどのように活用できるのか理解する。
中世・近世・近現代の歴史考古学的研究が歴史ঀ述に生かされていることを理解する。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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Ε

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) レεトラン経営論Ⅰ（3estaurant Management Theory Ⅰ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 小林 信次

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
レストラン業界の現状と今後の方向性を考え、レストラン開業までに必要なマネジメント（基本構想～基本計画～実施計画～着工・ॡ工）について学習

する。
授業目標：
⚑．レストランについての基礎・専門知識を学び、その経営に関心を持つようにする。
⚒．「ホスピタリティ・マインド」を身につける。
⚓．「社会人としての基本的なマナー・知識」を身につける。（授業開始時、終了時にѫࡰの練習を実施）
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
オリエンテーション
「自己紹介」・「シラバス」・「受講の留意点」・「成績評価方法と基準点」・
「オフィスアワー」・「ѫࡰの練習」について説明する。

事前：シラバスを読んでおく
事後：次回授業の予習

オリエンテーション 60分
質疑応答 30分

2 レストラン業界の現状（外৯産業における位置づけ、動向と業態特性）に
ついて小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P12～17）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

3 レストランの経営形態とその特徴について小テスト・課題を記入後、質
疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P18～22）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

4 レストラン経営の問題・課題について小テスト・課題を記入後、質疑応答
しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P23～27）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

5 レストラン経営の、これからの方向性と今後求められるレストランマネ
ジメントについて小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P28～37）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

6
レストラン開業までのマネジメント（業態別の঎品特性、事業計画策定
上の留意点、開業までの業務手順）について小テスト・課題を記入後、質
疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P39～45）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

7 基本構想（事業イメージの設定、立地選定、市場調査）について小テス
ト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P46～53）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

8
基本構想（理念・コンセプトの設定、基本঎品化戦略の設定、資ۚ計画、
設計イメージ）について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進め
る。

事前：授業の予習（教科書P54～60）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

9 基本計画（メニュープランニング、店ฮの基本計画およびデザイン）につ
いて小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P61～65）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

10 事業収支計画について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進め
る。

事前：授業の予習（教科書P66～70）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

11 運営計画について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。 事前：授業の予習（教科書P70～73）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

12 実施計画（ൢച促進計画、購ങ・仕入計画、店ฮの実施設計、ڐ認可ਃ੥）
について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P74～79）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

13 着工・ॡ工（事業収支計画のチェック、メニューのチェック、運営計画の
チェック）について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P80～82）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

14
着工・ॡ工（従業員の採用と教育訓練、オープニング計画、ॡ工検査、開
業シミュレーション、オープン）について小テスト・課題を記入後、質疑
応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P82～88）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

15 半期授業の総括。
授業のポイントについて説明し理解度を確認する。

事前：半期授業内容の確認
事後：ポイントを整理する

講義 60分
質疑応答 30分

教本：
「レストランマネジメント総論」（日本ホテル教育センター ￥2,900）

参考文献：
必要な資料をその都度配信する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（15％）、小テスト・課題等（20％）、定期試験のレポート（65％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
理解できない点や講義内容にないことでも、お気ܰに聴いてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
オリエンテーション
「自己紹介」・「シラバス」・「受講の留意点」・「成績評価方法と基準点」・
「オフィスアワー」・「ѫࡰの練習」について説明する。

事前：シラバスを読んでおく
事後：次回授業の予習

オリエンテーション 60分
質疑応答 30分

2 レストラン開業前・開業後のマネジメント活動の違い、「マネジメントサ
イクル」について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習(教科書P89～94）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

3 レストランの঎品管理（঎品管理の留意点、メニュー）、「ABC分析」に
ついて小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習(教科書P95～99）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

4 レストランの঎品管理（価格、サービス）について小テスト・課題を記
入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習(教科書P99～103）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

5 レストランの࿑務管理（職務分ঠ、採用：選考・採用、ۈ務シフト、教
育訓練）について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P104～110）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

6 レストランの施設管理（店ฮ、客席、ਥ房、その他）について小テス
ト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P111～114）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

7 レストランの仕入れ管理・在庫管理（留意点、৯材、ॄ器・備品、業務
委ୗ）について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P115～124）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

8 レストランの財務管理（留意点、損益分ذ点分析、財務諸表、原価管
理）について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習(教科書P125～134）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

9 レストランのൢച促進管理（留意点、セールス、広報、広告・એ伝、イベ
ント･フェア）について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習（教科書P135～139）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

10 レストランのސ客管理（留意点、方法、事例）について小テスト・課題
を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習(教科書P140～143）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

11 第10回授業までの学習課題について小テスト・課題を記入後、質疑応
答しながら進める。

事前：授業の予習(教科書P89～143）
事後：次回授業の予習

講義 40分、質疑応答 30分
チェックシートで振り返る20分

12 レストランの防災・防൜・Ӵ生管理（防災・防൜管理、৯中ಟ）につい
て小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習(教科書P147～157）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

13 レストランの防災・防൜・Ӵ生管理（事ނ、地震、防火管理）について
小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習(教科書P158～166）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

14
レストランの防災・防൜・Ӵ生管理（盗難防止・Ҩࣦ物管理、UG客・
๫力団、コンプレイン）について小テスト・課題を記入後、質疑応答し
ながら進める。

事前：授業の予習(教科書P167～182）
事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

15 半期授業の総括。
授業のポイントについて説明し理解度を確認する。

事前：半期授業内容の確認
事後：ポイントを整理する

講義 60分
質疑応答 30分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) レεトラン経営論Ⅱ（3estaurant Management Theory Ⅱ） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 小林 信次

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
レストラン業界の現状と今後の方向性を考え、レストラン開業後のマネジメント（開業前との違い、঎品管理、࿑務管理、施設管理、仕入れ管理・在庫

管理、財務管理、ൢച促進管理、ސ客管理、レストランの防災・防൜管理、৯中ಟ、事ނ、地震、防火管理、盗難防止・Ҩࣦ物管理、UG客・๫力団、コン
プレイン）について学習する。
授業目標：
⚑．レストランについての基礎・専門知識を学び、その経営に関心を持つようにする。
⚒．「ホスピタリティ・マインド」を身につける。
⚓．「社会人としての基本的なマナー・知識」を身につける。（授業開始時、終了時にѫࡰの練習を実施）
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
「レストランマネジメント総論」（日本ホテル教育センター ￥2,900）

参考文献：
必要な資料をその都度配信する。

成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。
平常点（15％）、小テスト・課題等（20％）、定期試験のレポート（65％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
理解できない点や講義内容にないことでも、お気ܰに聴いてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) レεトランαーϏε実຿（3estaurant Service） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 小林 信次

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
レストラン（位置づけ、種類、特性）、組織と業務分担、サービスの基本（テーブルクロス、ナプキン、৯器類、トーション、サービストレイ、グラスウ

ェア、ҿ物の注ぎ方、ナイフ・フォーク、ࡼの持ち方・配り・下げ方、サーバー、料理の੝り付け）、レストランサービス（心構え、マナー、テーブルサー
ビス、メニューの知識、サービスの手順、料ҿサービスの実際、Ӵ生管理、ۤ情処理）、バーサービス（手順、ۤ情処理、覚えておきたい基礎知識）、৯器・
リネン・備品の知識（シルバーウェア、チャイナウェア、グラスウェア、リネン類、ワゴン類他）、レストランの防災・防൜について学習する。
授業目標：
⚑．レストランサービスについての基礎・専門知識を学び、レストランサービスに関心を持つようにする。
⚒．「ホスピタリティ・マインド」を身につける。
⚓．「社会人としての基本的なマナー・知識」を身につける。（授業開始時、終了時にѫࡰの練習を実施）
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
○ ◎

授業計画、事前学習・事後学習、形式

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1
オリエンテーション
｢自己紹介」・「シラバス」・「受講の留意点」・「成績評価方法と基準点」・「オフィ
スアワー」・「ѫࡰの練習」について説明する。

事前：シラバスを読んでおく
事後：次回授業の予習

オリエンテーション 60分
質疑応答 30分

2 レストラン（料ҿ部門、レストランの位置づけ、種類、業務の特性、基礎知識）
について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P2～16）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

3
レストランの組織と業務分担（組織、マネージャー、キャプテン、ウェイター・
ウェイトレス、ソムリエ、その他、覚えておきたい基礎知識）について小テス
ト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P18～30）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

4
サービスの基本（テーブルクロスのかけ方、ナプキンのંり方、৯器類のセッテ
ィング、トーションのかけ方、サービストレイの持ち方）について小テスト・課
題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P32～47）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

5

サービスの基本（グラスウェアの扱い方、ҿ物の注ぎ方、ナイフ・フォーク・ス
プーンの取り扱い方、ࡼの持ち方・配り方・下げ方、サーバーの使い方、料理の
੝り付け方、覚えておきたい基礎知識）について小テスト・課題を記入後、質疑
応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P48～66）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

6
レストランサービス（サービスとは、サービス時の心構え、サービス時のマナ
ー、テーブルサービス）について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進
める。

事前：授業の予習
（教科書P68～85）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

7 レストランサービス（メニューの知識、サービス業務の手順）について小テス
ト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P86～115）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

8 レストランサービス（料ҿサービスの実際 ৯前酒～੺ワイン）について小テ
スト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P115～127）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

9 レストランサービス（料ҿサービスの実際 ೑料理～৯後酒）Ӵ生管理、ۤ 情処
理について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P127～142）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

10
レストランサービス（ルームサービス、コーώーショップ）
バーの基本知識（料ҿ部門における位置づけ、バー業務の特性、バースタッフの
役割と心得）について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P143～158）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

11 バーの基本知識（バーサービスの手順、ۤ 情処理、覚えておきたい基礎知識）に
ついて小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P159～175）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

12 ৯器・リネン・備品の知識（シルバーウェア、チャイナウェア、グラスウェア）
について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P178～191）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

13 ৯器・リネン・備品の知識（その他の৯器類、リネン類、ワゴン類、覚えておき
たい基礎知識）について小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P192～200）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分

14 レストランの防災・防൜（防災・防൜管理の留意点、防災管理、防൜管理）につ
いて小テスト・課題を記入後、質疑応答しながら進める。

事前：授業の予習
（教科書P82～88）

事後：次回授業の予習

小テスト・課題 20分、
講義 40分、質疑応答 30分
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教本：
「レストラン業務の基礎」（日本ホテル教育センター ￥2,600）

参考文献：
必要な資料をその都度配信する。

成績評価の方法、評価基準：
平常点（15％）、小テスト・課題等（20％）、定期試験のレポート（65％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
理解できない点や講義内容にないことでも、お気ܰに聴いてください。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

15 半期授業の総括。
授業のポイントについて説明し理解度を確認する。

事前：半期授業内容の確認
事後：ポイントを整理する

講義 60分
質疑応答 30分
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教本：
資料とタスクシートを配付する。

参考文献：
大島໻生他（2014）『ピアで学ぶ大学生の日本語表現ʦ第⚒版ʧ プロセス

重視のレポート作成』ひつじ書房 ￥1,728
成績評価の方法、評価基準：到達目標が達成できたかを評価する。

授業内容への参加状況等（20％）、提出物・自己評価表（20％）、実作のレポート・小論文（60％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
レポート・論文の書き方を学びます。能動的にテーマを見つけ、論理的に文章をまとめる技能を身につけます。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 オリエンテーション 「アカデミックライテイングとは」について説明する
事前自己評価を行う

事前：シラバスを読んでくる
事後：レポートの文体の確認 講義 30分、演習 60分

2 レポートの形式 構成、見出しの立て方、説明の順ং、論理性、参考文献について
説明する

事前：疑問点をચい出す
事後：ノート・資料の整理と復習 講義 30分、演習 60分

3 レポートのテーマを考える 事前：関心のある事柄をあげる
事後：情報を集める 講義 30分、演習 60分

4 レポートの構想を練り、情報を集める 情報の集め方 事前：なし
事後：情報を集める 講義 30分、演習 60分

5 情報を整理し、レポートの目標を定める 事前：なし
事後：ノート・資料の整理と復習 講義 30分、演習 60分

6 レポート作成① 文章を組み立てる パラグラフ・ライティング 文献Ҿ用のし
かた

事前：アウトラインを考える
事後：レポート第一ߘ完成 講義 30分、演習 60分

7 レポート作成② 自己点検とピア活動 レポートの目的と書き方をまとめる 事前：レポートの自己点検
事後：レポートの加筆・修正 講義 30分、演習 60分

8 小論文の分析 論理的思考と文章構成の関係を探る、論理性や表現について検証
する

事前：なし
事後：ノート・資料の整理と復習 講義 30分、演習 60分

9 小論文を書く①〈社会問題に関するテーマ〉 事前：小論文の書き方の確認
事後：小論文の自己点検 講義 30分、演習 60分

10 小論文を書く②〈文化・言語に関するテーマ〉 事前：小論文の書き方の確認
事後：小論文の自己点検 講義 30分、演習 60分

11 小論文を書く③〈生き方に関するテーマ〉 事前：小論文の書き方の確認
事後：小論文の自己点検 講義 30分、演習 60分

12 レポート発表①を行う 事前：レジメ作成
事後：発表コメントをまとめる 講義 30分、演習 60分

13 レポート発表②を行う 事前：レジメ作成
事後：発表コメントをまとめる 講義 30分、演習 60分

14 レポート発表③を行う 事前：レジメ作成
事後：発表コメントをまとめる 講義 30分、演習 60分

15 まとめ ポートフォリオの中身を振り返り、事後自己評価をする 事前：ポートフォリオの整理
事後：ノート・資料の整理と復習 講義 30分、演習 60分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) レϙートライティンά（Essay 8riting） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 澤田 ൕಸ美

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
実際に書かれたレポートや小論文を分析し、問題点とその原因・改善の方法を報告し合う。そして、わかりやすく説得力のある文章とは、どこがどう優

れているのかを具体的に見出す。さらに、実作を通して効果的な書き方を考え、実践力を向上させる。ルーブリック・ポートフォリオによる評価を行う。

授業目標：
⚑．アカデミックライティングとは何か、その目的・種類を理解し、レポート・論文を作成するための方法を考える。
⚒．レポート・論文作成の実践力を向上させる。
⚓．中学校・高等学校国語教員志望者の教材研究に必要な知識と方法を身につける。
カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）

知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養
◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ガイダンス、およびライティングスキルとは何かの説明。 事前：ط自作レポートの࠶読
事後：授業の復習 講義45分、応答45分

2 導入としてのリーディングスキル 事前：学術的文章を読む
事後：授業の復習と自主実践 講義60分、応答30分

3 リーディングスキル補足、レポート・論文のライティングの技法①
～レポートを書く前に「情報をどう集めるか」について

事前：学術的文章を読む
事後：授業の復習と自主実践 講義60分、応答30分

4 レポート・論文のライティングの技法②～書くさいの「形式」について 事前：学術的文章を読む
事後：授業の復習と自主実践 講義60分、応答30分

5 レポート・論文のライティングの技法③
～主ுの立て方、ے道を立てて書くための方法、について

事前：学術的文章を読む
事後：授業の復習と自主実践 講義60分、応答30分

6 レポートライティングの実践①～身近なテーマで書く
※レポートライティングの追加講義を行う場合がある

事前：ライティングの準備
事後：授業の復習と自主実践 演習60分、応答30分

7 レポートライティングの実践②～学術的・社会的テーマで書く 事前：ライティングの準備
事後：授業の復習と自主実践 演習60分、応答30分

8 ジャーナルライティング／テーマ提示および素材収集の説明 事前：記事の文章を読む
事後：授業の復習と自主実践 講義60分、応答30分

9 ジャーナルライティング・素材収集と意見交׵／第⚑回 事前：素材収集の準備
事後：レビューの整理 演習60分、応答30分

10 ジャーナルライティング・素材収集と意見交׵／第⚒回 事前：素材収集の準備
事後：レビューの整理 演習60分、応答30分

11 調整回（学生発表の進ḿによる）
あるいは動画視聴「ドキュメンタリーから題材を学ぶ」①人間

事前：実践準備あるいは復習
事後：リアペ200字 講義30分、演習60分

12 ジャーナルライティング 学生発表第⚑回
ˎ意見交׵、教員による講評。

事前：ライティングの準備
事後：レビューの整理 演習60分、応答30分

13 ジャーナルライティング 学生発表第⚒回 ˎは同じ
適宜インタビュー法の解説を交える。

事前：ライティングの準備
事後：レビューの整理 演習60分、応答30分

14 調整回（学生発表の進ḿによる）
あるいは動画視聴「ドキュメンタリーから題材を学ぶ」②自然

事前：実践準備あるいは復習
事後：リアペ200字 講義30分、演習60分

15 まとめの講義と、授業内課題の実施。 事前：全体の復習
事後：全体࠶復習と自主実践 講義45分、課題45分

開 講 年 次 ⚒年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 演習

授業科目(英文) レϙートライティンά（Essay 8riting） 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ԣख ୓࣏

履 修 条 件
前提科目 なし

そ の 他 なし

授業概要：
大学生のレポート作成から社会人としての文章法について、小論文から新聞・雑誌の文章まで෯広く題材にしながら、ライティングの要領を学修する。

各パートでは学修をふまえたうえで、実作・発表を通じて文章技術を向上させることを目指す。

授業目標：
ˎ小論文・レポートライティングの基礎を身につけ、大学生に必要なࣥ筆の技量を高める。
ˎジャーナルライティングの方法を知るとともに、実践することを通して、社会に出ても役に立つ「書く力」を身につける。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式

教本：
なし。レジュメを適宜配布する。

参考文献：
授業において適宜示し、またコピーを配布する。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加・発表状況（40％）、ライティング成果（40％）、定期課題（20％）等で総合評価する。

学生へのアドバイス：
レポート・論文のライティングからはアカデミック・ライティングの技法が、ジャーナルライティングからは小࡭子やweb記事に書く技法が身につく。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。
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Ζ

教本：
小ാ史子、ॹ方ܡ子、竹内（Ԟ野）ण『࿑働法ʦ第5版ʧ』有斐閣、2025年。

参考文献：
授業内容に応じて適宜紹介する。※学習用࿡法は必携です。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、授業内で実施するテスト（80％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
これから一社会人として働くための権利を保護する࿑働法体系の現状と課題を把握できるように౒力して下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ࿑働法を学ぶに当たって（導入）
・社会の中で࿑働法がどのように機能しているのかを考える。

事前：教本p.2～6精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

2 ࿑働ܖ約関係の特徴と法規制
・࿑働法が社会法とݺばれる所以を理解する。

事前：教本p.6～18精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

3 ࿑働ܖ約上の権利義務
・࿑働ܖ約上の主たる義務について理解を深める。

事前：教本p.20～24精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

4 ࿑働基準法による保護
・࿑働者及び使用者の概念について議論を深める。

事前：教本p.24～32精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

5 ࿑働条件の決定
・࿑働条件の決定を司る規則について理解を深める。

事前：教本p.32～37精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

6 就業規則
・就業規則の効力について判例を基に議論を深める。

事前：教本p.38～44精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

7 採用の自由
・採用の自由の意義と制限について理解を深める。

事前：教本p.46～51精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

8 ࿑働ܖ約の成立・取ফし
・採用内定にかかる問題について理解を深める。

事前：教本p.52～59精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

9 人事①
・配転、出向、転੶に関する理解を深める。

事前：教本p.60～68精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

10 人事②
・ঢ進、ঢ格、߱格などにかかる人事制度を理解する。

事前：教本p.68～79精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

11 ௞ۚ①
・௞ۚに関する法体系の特徴を理解する。

事前：教本p.80～88精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

12 ௞ۚ②
・௞ۚの支෷いに関する法的規制について議論を深める。

事前：教本p.89～96精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

13 ࿑働時間・休ܜ・休日①
・࿑働時間の基本原則を中心に理解を深める。

事前：教本p.98～107精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

14 ࿑働時間・休ܜ・休日②
・変形࿑働時間制などॊೈな࿑働時間制度について理解する。

事前：教本p.107～116精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

15 まとめ
・࿑働法Ⅰの内容を振り返り、理解を深める。

事前：教本p.2～116࠶読
事後：まとめノートの作成 講義60分、討論30分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ࿑ಇ法Ⅰ（Labor Law Ⅰ) 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ෱ౡ ਸ޺

履 修 条 件
前提科目 法学、ࢲ法学なͲ法学関連のૅج科目

そ の 他 なし

授業概要：
これから就職活動を行い実社会にӋばたこうとする学生諸܅にとって、࿑働法は自らの働く権利を守るための有効な手段となり得るはずである。ࡢ今社

会問題となっているブラック企業の存在や長時間࿑働のੋ正、男ঁ間の௞ۚ格差など、࿑働環境を८る具体的な課題を取り上げながら、࿑働法体系全般の
根ఈに流れているものをつかむことを主旨とする。
授業目標：
⚑．࿑働法体系の基盤となる法概念について自らの言葉で説明できる。
⚒．身近に起きている࿑働争議について、判例を基に現状と課題を説明できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式
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教本：
小ാ史子、ॹ方ܡ子、竹内（Ԟ野）ण『࿑働法ʦ第⚕版ʧ』有斐閣、2025年。

参考文献：
授業内容に応じて適宜紹介する。※学習用࿡法は必携です。

成績評価の方法、評価基準：
授業参加状況等（20％）、授業内で実施するテスト（80％）で総合評価する。

学生へのアドバイス：
これから一社会人として働くための権利を保護する࿑働法体系の現状と課題を把握できるように౒力して下さい。

オフィスアワー：
初回講義日に伝える。

授業
回数 授業内容及び計画（詳細に記入) 事前・事後学習（学習課題) 授業形態

1 ࿑働法Ⅱを学ぶに当たって（導入）
・࿑働法Ⅰで学んだ内容を確認する。

事前：教本p.2～116精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

2 休Ջ・休業①
・育児、介護休業法の概要を理解する。

事前：教本p.117～127精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

3 休Ջ・休業②
・休Ջ・休業取得等を理由とする不利益取扱を検討する。

事前：教本p.128～131精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

4 差別ې止の法ルール
・職場における差別をې止する法制度について理解を深める。

事前：教本p.132～141精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

5 性別を理由とする差別ې止
・男ঁޏ用機会ۉ等法の特徴について理解を深める。

事前：教本p.142～149精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

6 安全Ӵ生
・健康で安全に働くための法制度について理解する。

事前：教本p.150～152精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

7 ࿑働災害
・࿑災に関する法制度について理解する。

事前：教本p.153～166精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

8 ࿑働ܖ約の終了①
・合意解約、定年制について理解を深める。

事前：教本p.167～180精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

9 ࿑働ܖ約の終了②
・解ޏを८る規制と救済ા置について理解を深める。

事前：教本p.181～186精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

10 ඇ典型ޏ用①
・パートタイム࿑働と有期࿑働ܖ約について検討する。

事前：教本p.187～198精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

11 ඇ典型ޏ用②
・࿑働者೿遣法の特徴と保護について理解を深める。

事前：教本p.199～209精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

12 ࿑働組合
・࿑働法の保護を受ける࿑働組合の特徴を理解する。

事前：教本p.210～219精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

13 不当࿑働行為
・࿑働組合の運営にかかる࿑使間争議について理解する。

事前：教本p.220～228精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

14 団体交ব
・団体交বの意義、機能、実態について理解する。

事前：教本p.229～245精読
事後：演習問題への解答 講義60分、討論30分

15 まとめ
・࿑働法Ⅱの内容を振り返り、理解を深める。

事前：教本p.117～245࠶読
事後：まとめノートの作成 講義60分、討論30分

開 講 年 次 ⚓年次 半期 選択・必修 選択 単 位 数 ⚒ 時 間 数 30 授業形態 講義

授業科目(英文) ࿑ಇ法Ⅱ（Labor Law Ⅱ) 科目分類 ઐ໳科目

担 当 教 員 ෱ౡ ਸ޺

履 修 条 件
前提科目 ࿑ಇ法Ⅰ

そ の 他 なし

授業概要：
これから就職活動を行い実社会にӋばたこうとする学生諸܅にとって、࿑働法は自らの働く権利を守るための有効な手段となり得るはずである。ࡢ今社

会問題となっているブラック企業の存在や長時間࿑働のੋ正、男ঁ間の௞ۚ格差など、࿑働環境を८る具体的な課題を取り上げながら、࿑働法体系全般の
根ఈに流れているものをつかむことを主旨とする。
授業目標：
⚑．࿑働法体系の基盤となる法概念について自らの言葉で説明できる。
⚒．身近に起きている࿑働争議について、判例を基に現状と課題を説明できる。

カリキュラムマップにおける到達目標（最重要に◎、重要に○⚑つ）
知識・技能の習得 思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養

◎ ○

授業計画、事前学習・事後学習、形式


